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今週のキーワード

稀土類フリー
EVと先端材料の脱レアアース加速

27
件

総記事数

6
カ国

対象国数

4µm

PI膜厚

25%
軽量化

EVモーター

今週の全27記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模

データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別
技術

新規性
実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度

一行サマリ

#01 4µm超薄型PIフィルム 新製品
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

PI Advanced Materialsが世界初の4µm超薄型ポリイ

ミドフィルム量産技術を確立。フレキシブルディスプ

レイや半導体PKGの小型・高性能化に貢献。

#02 アンモニア水素生成 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

MITがアンモニアから低温・高効率で純粋な水素を生

成する電気化学的手法を実証。クリーンエネルギー分

野の水素供給課題解決に期待。

#03
ナノアンテナ脳腫瘍治

療
学術論文

●●●●
●

●○○○
○

●●○○
○

●●●●
●

●●○○
○

MITが薬剤耐性神経膠芽腫を標的とする注射可能ナノ

アンテナ「HITMAN」を開発。腫瘍増殖を大幅抑制し

、難治性脳腫瘍治療に期待。

#04 多機能ナノフィラー 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

CeO₂/U66@MXeneナノフィラーがエポキシコーテ

ィングのUV耐性と耐食性を大幅向上。海洋構造物や産

業機器の耐久性向上に貢献。

#05 稀土類フリー磁石 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

Niron Magneticsが稀土類フリー永久磁石製造施設を

着工。Hondaが出資し、電動車システムへの採用を目

指す。EVサプライチェーンの持続可能性に貢献。

#06
文化財撥水コーティン

グ
学術論文

●●●○
○

●●○○
○

●●○○
○

●●●●
●

●●○○
○

ACS Publicationsが文化財保護向けにウニ型ミクロ/

ナノ構造を持つ耐久性の高い撥水・耐食コーティング

を発表。金属・木製文化財の保護に革新。

#07
ペロブスカイト電池解

析
学術論文

●●●●
○

●○○○
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●○
○

ペロブスカイト太陽電池の輸送層ボトルネックを克服

し、イオンパラメータを正確に定量化する新手法を提

案。デバイス安定性向上に貢献。

#08 AutoXRD 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

自律型LLMエージェント「AutoXRD」が粉末X線回折

分析を自動化。材料科学研究におけるデータ解析の効

率化と精度向上に期待。

#09 高エントロピー合金 学術論文
●●●○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○

クロム添加が高エントロピー合金の耐食性向上と軟化

のトレードオフを明らかに。次世代材料設計における

重要な指針を提供。

#11
AI材料発見ベンチマー

ク
学術論文

●●●●
○

●○○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

コロンビア大学が物理学を考慮したAI材料発見モデル

の信頼性を評価する新ベンチマークを導入。革新的な

材料設計を加速。

#12 AIポリマー発見 解説記事
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

AIによるポリマー発見の課題を解決する自律型閉ルー

プエコシステムの青写真を考案。ポリマー材料開発サ

イクルを劇的に加速。

#13 AI生成科学の妥当性 学術論文
●●●○

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

PNASがAI生成科学における「合成妥当性」問題を議

論。材料発見プロセスにおけるAIの信頼性確保の重要

性を考察。
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# 記事タイトル 種別
技術

新規性
実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度

一行サマリ

#14 Li-Cl₂電池高効率化 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

安徽師範大学がCOFで塩素閉じ込めを強化し、97%超

クーロン効率のLi-Cl₂電池を開発。次世代高エネルギ

ー密度電池に期待。

#15
PFASフリー白色撥水

材
学術論文

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●●
●

京都大学iCeMSがPFASフリーで構造色による鮮やかな

白色撥水性材料を開発。持続可能な包装、印刷、繊維

に貢献。

#16 BASFフットウェアPU 新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

BASFがフットウェア向け低密度PU材料と閉ループリ

サイクルコンセプトを発表。耐久性と循環性を両立し

、持続可能性を追求。

#17
磁性ナノプレートレッ

ト
学術論文

●●●○
○

●○○○
○

●●○○
○

●●●●
●

●●○○
○

永久磁性ナノプレートレットの低極性分散におけるコ

ロイド相互作用を詳細に調査。磁性流体や磁気記録材

料設計の基礎に貢献。

#18 解釈可能AI「TAME」 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

信頼性と解釈可能性を両立する分子特性予測AIモデル

「TAME」が発表。創薬や新材料開発におけるAIの信

頼性を向上。

#19 光触媒水分解効率向上 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

らせん成長ナノステップを持つ層状オキシハライド光

触媒が可視光水分解効率を向上。高効率水素製造技術

に新たな道を開く。

#20 ポリマーMLシミュ 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

機械学習が固相¹³C化学シフトを予測し、ポリマー

シミュレーションの構造分解分析を強化。高性能ポリ

マー材料設計を加速。

#21 キラルポリマー制御 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

溶媒選択によってキラルポリマー集合体を制御する新

原則を確立。高性能キラルエレクトロニクス、スピン

トロニクス開発に貢献。

#22 ASPIREセンター 企業戦略
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

ペンシルバニア州立大学とKJLCがASPIREセンター設

立。半導体、先進パッケージング、量子技術向けの原

子スケール加工技術を共同推進。

#23 Tesla稀土類フリーEV 新製品
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

テスラが稀土類フリーEVモーター「Cybercab」を発

表。18%小型化、25%軽量化、電力密度大幅向上を

実現し、EV業界に大きな影響。

#24
リチウム抽出/Niコー

ティング
学術論文

●●○○
○

●○○○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

Preprints.orgがリチウム抽出とABS基板への化学的ニ

ッケルコーティングに関するプレプリントを公開。資

源効率化と表面処理技術の進歩に貢献。

#25 ボロフェン合成成功 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

アルゴンヌ国立研究所が金属製単原子厚ホウ素「ボロ

フェン」の初の合成に成功。グラフェンを超える可能

性を秘めた次世代2D材料として注目。

#26
高耐久性TEGモジュー

ル
新製品

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

Same Sky社が最大27.3Wの電力生成が可能な高耐久

性SPG熱電発電モジュールを発表。産業機器の廃熱回

収効率を飛躍的に向上。

#27 IQARIS材料設計 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

「IQARIS」が量子化学データセットと機械学習を統合

し、大規模な局所量子情報探索で新材料設計を加速。

効率的な材料発見に貢献。

#28 創薬ML予測向上 学術論文
●●●○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○

足場分割下の血漿タンパク質結合予測に樹木モデル、

ChemBERTa、グラフネットワーク、後期融合を適用

し、創薬効率を向上。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low ¦ 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 稀土類フリー磁石/モーターの動向は、自社のEV戦略にどのような影響を与えるか？

Niron MagneticsへのHonda出資（#05）やTeslaの稀土類フリーEVモーター発表（#23）は、EV業界のサプライチェー

ンに大きな変化をもたらす可能性があります。既存の磁石・モーターメーカーは、脱レアアース技術への対応を急ぐ必要

があります。貴社のEV部品調達やモーター設計の前提は、この動きで変わるでしょうか？

❷ PFASフリー材料開発は、貴社の製品ポートフォリオに新たな機会をもたらすか？

京都大学iCeMSがPFASフリーの白色撥水性材料を開発（#15）し、Nature誌に掲載されました。環境規制が厳しくなる中

、PFASを使用しない高機能材料は、塗料、包装、繊維など広範な分野で需要が高まります。貴社は、このトレンドを新た

な製品開発や市場開入の機会として捉え、具体的なアクションを検討していますか？

❸ AIによる材料発見・設計の進化は、貴社のR&D;プロセスをどう変革するか？

AutoXRD（#08）やAIによるポリマー発見エコシステム（#12）、量子化学とML統合のIQARIS（#27）など、AIを活用

した材料研究が加速しています。AIが実験設計からデータ解析までを自律的に行う時代が到来しつつあります。貴社のR&

D;部門は、このAIシフトにどう対応し、競争優位性を確立する計画でしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

稀土類磁石

EVモーター

PFAS代替

超薄PI膜
次世代電池

水素供給

AI材料R&DXRD自動化

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 稀土類磁石 注意 ̶ ̶

● EVモーター 注意 ̶ ̶

● PFAS代替 機会大 ̶ ̶

● 超薄PI膜 注意 ̶ ̶

● 次世代電池 注意 ̶ ̶

● 水素供給 機会大 ̶ ̶

● AI材料R&D; 脅威大 ̶ ̶
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● XRD自動化 参考 ̶ ̶
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深掘り ① ― Honda出資！稀土類フリー磁石の衝撃

#05 ¦ 2026/09/10 ¦ PR Newswire ¦ 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●

データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

Niron Magnetics社が鉄窒化物（FeN）ベースの稀土類フリー永久磁石製造施設を着工し、Hondaが電動車システムへ

の採用を目指し戦略的投資を発表しました。このClean Earth Magnet®技術は、従来のネオジム磁石に匹敵する性能を

持ちながら、環境負荷の高い稀土類金属を一切使用しない点が特徴です。EVモーター、風力発電機など高性能磁石を必

要とする分野で、持続可能でコスト効率の高い代替品を提供します。

Hondaの投資は、Niron社の技術が自動車業界の電動化戦略において極めて重要であると認識されていることを示唆し

ます。これにより、EVモーターにおける稀土類サプライチェーンのリスク低減と持続可能性目標達成に貢献することが

期待されます。この動きは、グローバルな電動化シフトにおける材料サプライチェーンの再構築を加速させるでしょう

。

▶ シニアテクニカルアナリストの視点

Niron Magneticsの鉄窒化物（FeN）磁石は、ネオジム磁石に匹敵する性能を謳っていますが、その量産

における品質安定性やコスト競争力はまだ未知数です。特に、自動車用途では高い信頼性と耐久性が求

められるため、実車での長期評価データが重要となります。Hondaの出資は、この技術への期待の表れ

ですが、日本国内の磁石メーカーにとっては、稀土類フリー化への対応が急務となる【脅威】です。一

方で、日本の素材メーカーや部品メーカーにとっては、FeN磁石の材料供給や関連部品開発における【

機会】となり得ます。今後は、FeN磁石の性能とコストのバランスを注視し、既存の磁石技術との差別

化戦略を検討すべきです。

深掘り ② ― 日本発！PFASフリー白色撥水材料

#15 ¦ 2026/09/09 ¦ Kyoto University iCeMS ¦ 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●●

京都大学iCeMSの研究チームが、二酸化チタン顔料やフッ素系コーティング（PFAS）を使用せずに、自然界の構造色に

着想を得た鮮やかな白色の撥水性材料を開発しました。この発泡技術は、発泡性ポリマーの微細な気泡構造を精密に制

御し、光の散乱を利用して高い白色度と優れた撥水性を同時に実現します。研究成果はNature誌に掲載され、持続可能

な材料科学分野における大きな進歩として注目されています。

PFASは「永遠の化学物質」として環境残留性や生体蓄積性が問題視されており、国際的に規制が強化されています。こ

の技術は、環境負荷の高い既存材料の代替として、持続可能な包装、印刷材料、繊維など幅広い産業への応用が期待さ

れます。製造プロセスも比較的シンプルで、エネルギー消費も少ないという利点も持ちます。

▶ シニアテクニカルアナリストの視点

京都大学iCeMSが開発したPFASフリーの白色撥水性材料は、構造色と表面テクスチャーの組み合わせで

機能を実現しており、環境負荷低減と高性能化を両立する画期的なアプローチです。Nature誌掲載とい

う点からも、その学術的妥当性は非常に高いと言えます。ただし、研究室レベルでの発泡技術であり、

大規模生産におけるコストや均一性、耐久性（特に機械的摩耗や長期的な耐候性）については、さらな

る検証が必要です。日本の化学・素材メーカーにとっては、PFAS規制強化の流れの中で、既存製品の代

替となる【大きな機会】です。特に、塗料、フィルム、繊維分野での応用が期待されます。一方で、こ

の技術への対応が遅れると、市場競争力を失う【脅威】にもなり得ます。
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深掘り ③ ― 次世代電池：Li-Cl₂電池のブレークスルー

#14 ¦ 2026/09/11 ¦ Shanghai Metals Market ¦ 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●○

データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

安徽師範大学の研究者たちが、高性能リチウム-塩素（Li-Cl₂）電池に関する画期的な研究をAdvanced Materials誌に

発表しました。共有結合性有機骨格材料（COF）の細孔サイズを調整することで塩素の閉じ込めを強化し、97%を超え

る高いクーロン効率と低温での安定したサイクル寿命を達成しました。これは、理論上非常に高いエネルギー密度を持

つLi-Cl₂電池の実用化に向けた主要課題を克服するものです。

Li-Cl₂電池は、電気自動車や再生可能エネルギー貯蔵システムにおいて、既存のリチウムイオン電池のエネルギー密度

、安全性、コストの限界を超える次世代バッテリーとして期待されています。このCOFベースの塩素閉じ込め技術は、

塩素ガスの高い反応性と溶解性という難点を解決し、高エネルギー密度と安全性を持つバッテリー開発に新たな道を開

く可能性を秘めています。

▶ シニアテクニカルアナリストの視点

安徽師範大学が発表したLi-Cl₂電池の97%超というクーロン効率は、ガス変換型電池の主要課題である

塩素の管理をCOFで克服した点で画期的です。Advanced Materials誌掲載であり、データ信頼性は非常

に高いです。しかし、これは基礎研究段階の成果であり、実用化にはエネルギー密度、出力密度、サイ

クル寿命、安全性（特に塩素ガスの取り扱い）、そしてコストといった多くの課題が残されています。

特に、COFのスケールアップ合成や電極・電解液設計の最適化は容易ではありません。日本の電池材料

メーカーにとっては、高エネルギー密度電池の新たな選択肢として【機会】ですが、同時に中国の研究

機関がこの分野で先行している【脅威】でもあります。

その他の注目記事

らせん成長光触媒で水分解効率向上 (ChemRxiv)

技●●●●● 実●○○○○ 市●●●●○

層状オキシハライド光触媒上のナノステップが可視光水分解における電荷分離を強化。クリーン水素製造技術のブレー

クスルーに期待。

金属製単原子厚ホウ素「ボロフェン」合成成功 (Argonne National Laboratory)

技●●●●● 実●○○○○ 市●●●●○

グラフェンに匹敵する次世代2D材料「ボロフェン」の初の合成に成功。エネルギー・電子技術への広範な応用可能性を

開拓。

原子スケール加工技術推進ASPIREセンター設立 (Penn State News)

技●●●○○ 実●●○○○ 市●●●●○

ペンシルバニア州立大学とKJLCがASPIREセンターを設立。半導体、先進パッケージング、量子技術向けの原子スケー

ル加工技術開発を加速。

多機能ナノフィラーでUV耐性・耐食性向上 (European Coatings)

技●●●●○ 実●●○○○ 市●●●○○

CeO₂/U66@MXeneナノフィラーがエポキシコーティングのUV耐性と耐食性を大幅向上。過酷な環境下での材料耐久

性向上に貢献。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）

• 【調達】Niron

Magneticsの稀土類フリー磁石の量産計画とHondaの採用動向を調査し、サプライチェーンへの影響を評価。

•

【R&D;】京都大学iCeMSのPFASフリー白色撥水性材料の技術詳細を深掘りし、自社製品への応用可能性を検討。

• 【半導体PKG】PI Advanced

Materialsの4µm超薄型PIフィルムのサンプル評価を開始し、次世代パッケージングへの適用性を検証。

▍短期（1ヶ月）

• 【経営企画】稀土類フリー技術の市場動向と競合分析を実施し、自社のEV戦略および材料調達戦略への影響を

評価するレポートを作成。

• 【R&D;】AIを活用した材料発見・設計の最新トレンド（AutoXRD、IQARIS等）に関する社内勉強会を開催し

、R&D;プロセスの効率化に向けたロードマップの検討を開始。

• 【電池材料】Li-Cl₂電池やアンモニアからの水素生成技術の進捗を継続的に監視し、次世代エネルギー材料ポ

ートフォリオへの組み込み可能性を評価。

▍中長期（四半期～）

• 【R&D;】ボロフェンなどの新規2D材料や、らせん成長光触媒による水分解技術といった基礎研究動向を継続

的に監視し、将来の技術シーズ探索に繋げる。

• 【経営企画】環境規制強化（PFAS等）を見据えた持続可能材料開発の中長期戦略を策定し、研究開発投資の優

先順位を決定。

• 【半導体PKG】ASPIREセンターのような産学連携の取り組みを参考に、原子スケール加工技術に関する共同研

究の可能性を模索。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 ¦ Gemini API + Claude ¦ 2026-09-12
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収録記事一覧

#01 PI Advanced Materials、世界初の4µm超薄型ポリイミドフィルム量産技術で2026年KPCA産

業賞を受賞

#02 MITがアンモニアから純粋な水素ガスを効率的に生成する電気化学的手法を実証

#03 MITが薬剤耐性神経膠芽腫を標的とする注射可能ナノアンテナ「HITMAN」を開発、腫瘍増殖を

大幅抑制

#04 多機能CeO₂/U66@MXeneナノフィラーを開発、エポキシコーティングのUV耐性と耐食性を大

幅向上

#05 Niron Magneticsが稀土類フリー永久磁石製造施設を着工、Hondaが電動車システムへの採用を

目指し出資

#06 ACS Publicationsが文化財保護向けに耐久性の高いウニ型ミクロ/ナノ構造撥水・耐食コーティ

ングを発表

#07 ペロブスカイト太陽電池の輸送層ボトルネックを克服し、イオンパラメータ定量化の新手法を提

案

#08 粉末回折分析のための自律型LLMエージェント「AutoXRD」を提案、材料科学の解析精度向上

へ

#09 クロム添加が高エントロピー合金の耐食性向上と軟化のトレードオフを明らかに

#11 コロンビア大学、物理学を考慮したAIが材料発見を加速するための新ベンチマークを導入

#12 AIによるポリマー発見の課題を解決、自律型閉ループエコシステムの青写真を考案

#13 PNASがAI生成科学の「合成妥当性」問題を議論、材料発見への影響を考察

#14 安徽師範大学が97%超クーロン効率のリチウム-塩素電池を発表、Advanced Materialsに掲載

#15 京都大学iCeMSが自然に着想を得たPFASフリーの白色撥水性材料を開発、Nature誌に掲載

#16 BASF、SIMAC 2026で耐久性と循環性を追求したフットウェア向け先進ポリウレタン材料を発

表

#17 ChemRxivが永久磁性ナノプレートレットの低極性分散におけるコロイド相互作用のプレプリン

トを公開

#18 信頼性と解釈可能性を両立する分子特性予測モデル「TAME」がChemRxivで発表

#19 ChemRxivがらせん成長誘起ナノステップを持つ層状オキシハライド光触媒による可視光水分解

効率向上を発表

#20 ChemRxivが機械学習によるポリマーシミュレーション向け固相13C化学シフト解析を発表

#21 ユニオンカレッジの研究者が溶媒選択によるキラルポリマー集合体制御の新原則を確立、高性能

エレクトロニクスへ貢献



#22 ペンシルバニア州立大学とKurt J. Lesker社がASPIREセンター設立、原子スケール加工技術を共

同推進

#23 Teslaが稀土類フリーEVモーター「Cybercab」を発表、18%小型化・25%軽量化を実現し電力

密度を大幅向上

#24 Preprints.orgがリチウム抽出とニッケルコーティングに関する新規化学・材料科学プレプリント

を公開

#25 アルゴンヌ国立研究所が金属製単原子厚ホウ素「ボロフェン」の初の合成に成功、2D材料の新時

代を開く

#26 Same Sky社、最大27.3Wの電力生成が可能な高耐久性SPG熱電発電モジュールを発表

#27 ChemRxiv掲載、「IQARIS」が量子化学データセットと機械学習を統合し、大規模な局所量子情

報探索で新材料設計を加速

#28 ChemRxiv掲載、足場分割下の血漿タンパク質結合予測に樹木モデル、ChemBERTa、グラフネ

ットワーク、後期融合を適用し創薬効率を向上



#01 PI Advanced Materials、世界初の4µm超薄型ポ

リイミドフィルム量産技術で2026年KPCA産業賞を受賞

概要

PI Advanced Materials社は、世界で初めて4µmの超薄型ポリイミドフィルムの量産

技術を開発し、2026年KPCA産業賞を受賞しました。この画期的な技術は、従来の

12.5µmフィルムと比較して約3分の1の薄さでありながら、同等の機械的強度、耐熱

性、接着性能を維持します。これにより、高性能フレキシブルディスプレイや半導体

パッケージングなど、次世代エレクトロニクスデバイスの小型化と高性能化に大きく

貢献すると期待されます。

公開日 2026年09月10日  PI Advanced Materials (an Arkema Affiliate)  韓国



詳細

PI Advanced Materials社は、モバイルデバイス、フレキシブルディスプレイ、半導体

パッケージング分野における小型化と高密度化の要求に応えるため、世界初の4µm超薄

型ポリイミドフィルムの量産技術を確立し、2026年KPCA産業賞を受賞しました。こ

の成果は、同社の革新的な材料技術と製造能力を示すものです。

主要成果

世界初の4µm厚ポリイミドフィルムの量産技術を開発。

従来の12.5µm厚フィルムと比較して約3分の1の薄さを実現。

薄膜化にもかかわらず、機械的強度、熱的安定性、接着性能は従来のフィルムと同等

を維持。

フレキシブル基板用途での信頼性が向上し、より高精細な回路形成が可能に。

技術詳細

今回開発された4µmポリイミドフィルムは、PI Advanced Materials社が長年培ってき

たポリイミド重合技術と精密塗工技術の結晶です。極限まで薄膜化しながらも、高分子

鎖の配向制御や膜厚均一性の最適化により、高い寸法安定性と機械的特性を両立させて

います。特に、屈曲特性が求められるフレキシブルデバイスにおいては、薄膜化が信頼

性向上に直結するため、この技術は極めて重要です。また、高温環境下での安定性も確

保されており、半導体製造プロセスや高出力デバイスの用途にも対応可能です。

背景・業界文脈

エレクトロニクス業界では、デバイスの高性能化、多機能化、小型軽量化が加速してお

り、これに伴い内部に組み込まれる材料にもより高度な特性が求められています。特

に、折り畳みスマートフォンやウェアラブルデバイス、次世代AIチップの高性能パッケ

ージなどでは、フレキシブルかつ高信頼性の基板材料が不可欠です。ポリイミドフィル

ムは、その優れた耐熱性、機械的強度、電気絶縁性から、フレキシブルプリント基板

（FPC）やチップオンフィルム（COF）などの主要材料として広く用いられています。

PI Advanced Materials社の新技術は、これらの進化する市場ニーズに直接応えるもの

であり、競争優位性を確立する基盤となります。



今後の展望

今回の4µmポリイミドフィルム技術は、フレキシブルディスプレイのさらなる薄型化と

耐久性向上に貢献するだけでなく、5G通信モジュールやIoTデバイス、自動車用エレク

トロニクスといった広範な分野での応用が期待されます。特に、フィルムの薄型化は、

製品全体の軽量化と省スペース化を可能にし、設計の自由度を大きく高めます。PI

Advanced Materials社は、この技術を核に、今後も高付加価値な先端材料ソリューシ

ョンを提供し、エレクトロニクス産業の発展に貢献していく方針です。KPCA産業賞の

受賞は、その技術的リーダーシップを裏付けるものとなります。

元記事:

https://www.arkema.com/global/en/media/newslist/news/global/products/2026/20260910-

piam-receives-industry-award/

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.arkema.com/global/en/media/newslist/news/global/products/2026/20260910-piam-receives-industry-award/
https://www.arkema.com/global/en/media/newslist/news/global/products/2026/20260910-piam-receives-industry-award/


#02 MITがアンモニアから純粋な水素ガスを効率的に生

成する電気化学的手法を実証

概要

MITの研究者たちは、アンモニアなどの水素キャリア分子から純粋な水素ガスを効率

的に抽出する新しい電気化学的手法を実証しました。この技術は、電気を利用するこ

とで水素抽出に必要な温度とエネルギーを大幅に削減します。従来の熱分解法に比べ

てエネルギー効率が高く、二酸化炭素排出量の少ない水素製造パスウェイを提供する

ことで、クリーンエネルギー分野における水素供給の課題解決に貢献します。

公開日 2026年09月09日  MIT News  アメリカ



詳細

マサチューセッツ工科大学（MIT）の研究チームは、アンモニアを始めとする水素キャ

リア分子から、高効率で純粋な水素ガスを抽出する画期的な電気化学的手法を開発しま

した。この新技術は、従来の水素製造プロセスに比べ、必要な温度とエネルギー消費を

大幅に削減できる可能性を秘めています。

主要成果

アンモニアからの水素抽出において、電気化学的手法によりエネルギー消費を削減。

純粋な水素ガスを効率的に生成可能であることを実証。

低温での水素分離を可能にし、熱エネルギーへの依存度を低減。

従来の熱分解法に代わる、よりクリーンで持続可能な水素製造経路を提示。

技術詳細

MITの研究者たちは、電気化学セルを用いてアンモニア分子を分解し、純粋な水素ガス

を生成するプロセスを確立しました。このプロセスでは、特定の触媒と電解質を組み合

わせることで、アンモニアから水素イオン（プロトン）を分離し、これを膜を通して還

元することで水素分子を形成します。従来のアンモニア熱分解プロセスは高温度（約

400～800℃）を必要としますが、この電気化学的手法はより低い温度で動作し、外部

からの熱供給を最小限に抑えることができます。これにより、システムの複雑性が軽減

され、エネルギー効率が向上するとともに、装置の耐久性も高まります。また、生成さ

れる水素は高純度であり、燃料電池などの用途に直接利用できる利点があります。

背景・業界文脈

水素は、脱炭素社会の実現に向けた次世代の主要エネルギーキャリアとして注目されて

いますが、その製造、貯蔵、輸送には多くの課題が伴います。特に、貯蔵・輸送の面で

体積エネルギー密度が高いアンモニアは、液体として常温・低圧で比較的容易に扱える

ため、有望な水素キャリアと見なされています。しかし、アンモニアから高純度の水素

を効率的に取り出す技術は、実用化の鍵となります。現在の主流である熱分解法はエネ

ルギー集約的であり、高温運転に伴う設備コストや環境負荷が課題でした。MITの新技

術は、これらの課題を克服し、アンモニアを水素燃料として利用する際のボトルネック

を解消する可能性を秘めています。



今後の展望

この電気化学的水素抽出技術は、分散型水素供給システムやオンサイト水素製造の実現

を大きく前進させる可能性があります。例えば、風力や太陽光といった再生可能エネル

ギー由来の電力を用いてアンモニアから水素を生成することで、電力網の安定化に寄与

しつつ、クリーンな水素を需要地で生産できるようになります。この技術が商業化され

れば、水素サプライチェーン全体のコスト削減と環境負荷低減に貢献し、燃料電池車や

発電、産業用途における水素の普及を加速させることが期待されます。さらなるスケー

ルアップとコスト最適化が今後の研究開発の焦点となるでしょう。

元記事: https://news.mit.edu/2026/electrochemical-approach-turns-ammonia-into-pure-

hydrogen-0909

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.mit.edu/2026/electrochemical-approach-turns-ammonia-into-pure-hydrogen-0909
https://news.mit.edu/2026/electrochemical-approach-turns-ammonia-into-pure-hydrogen-0909


#03 MITが薬剤耐性神経膠芽腫を標的とする注射可能ナ

ノアンテナ「HITMAN」を開発、腫瘍増殖を大幅抑制

概要

MIT Media Labの研究者たちは、薬剤耐性の神経膠芽腫細胞を特異的に標的とし、殺

傷する注射可能なナノアンテナ「HITMAN」を開発しました。この磁気活性化ナノア

ンテナは、健康な脳組織を損傷することなく局所的な治療用電場を生成します。in

vivo研究では、腫瘍の増殖を大幅に抑制し、患者の生存期間を有意に延長する可能性

が示されており、難治性脳腫瘍に対する画期的な治療法となることが期待されます。

公開日 2026年09月09日  MIT Media Lab / Science Advances  アメリカ



詳細

マサチューセッツ工科大学（MIT）Media Labの研究者たちは、多形神経膠芽腫

（GBM）の中でも特に治療が困難な薬剤耐性型を標的とする、画期的な注射可能ナノ

アンテナ「HITMAN（Heat-Inducible Therapeutics for MAliGNAnt Tumors）」を開

発しました。この技術は、外部磁場によって活性化され、腫瘍部位に限定的な治療用電

場を生成することで、周囲の健康な脳組織への影響を最小限に抑えながら、がん細胞を

効率的に破壊します。

主要成果

注射可能なナノアンテナ「HITMAN」を開発し、薬剤耐性神経膠芽腫細胞を特異的

に標的化。

磁気活性化により局所的な治療用電場を生成し、健康な脳組織を保護。

in vivoモデルで腫瘍の増殖を大幅に抑制し、生存期間を有意に延長する効果を確

認。

難治性の脳腫瘍に対する低侵襲かつ効果的な新規治療法として期待。

技術・臨床詳細

HITMANナノアンテナは、数ナノメートルサイズの微小な構造体であり、血液脳関門を

通過して腫瘍組織内に到達するように設計されています。一度腫瘍内に集積すると、外

部から印加される特定の周波数の磁場によって活性化され、その結果、ナノアンテナが

周囲の環境に局所的な電場を発生させます。この電場は、がん細胞の細胞膜を不安定化

させたり、細胞内プロセスの特定の経路を阻害したりすることで、アポトーシス（細胞

死）を誘導します。研究では、マウスモデルにおいて、HITMANの投与と磁場活性化に

より、腫瘍の体積成長が著しく抑制され、治療を受けた個体の生存期間が未治療群と比

較して大幅に延長されることが報告されています。この技術の最大の利点は、薬剤耐性

を示す腫瘍に対しても効果を発揮する可能性があり、標準治療が奏功しない患者に新た

な希望を与える点にあります。



背景・業界文脈

神経膠芽腫は、最も悪性度の高い原発性脳腫瘍であり、現在の標準治療（手術、放射線

療法、化学療法）にもかかわらず、予後不良で再発率が高い難治性の疾患です。特に、

薬剤耐性の獲得は治療をさらに困難にし、有効な治療選択肢が限られています。ナノテ

クノロジーを用いた薬剤送達システムや標的療法は、がん治療において大きな期待を集

めていますが、脳腫瘍においては血液脳関門の存在が大きな障壁となってきました。

HITMANのような注射可能で局所的に作用するナノデバイスは、この障壁を乗り越え、

治療薬を直接腫瘍に届けたり、物理的な刺激によってがん細胞を破壊したりする新たな

アプローチを提供します。

今後の展望

HITMANナノアンテナの開発は、神経膠芽腫治療にパラダイムシフトをもたらす可能性

を秘めています。今後、さらなる前臨床試験を経て、臨床試験へと移行することが期待

されます。この技術が実用化されれば、神経膠芽腫患者の治療成績を大きく改善し、生

活の質の向上に貢献するでしょう。また、この概念は神経膠芽腫以外の他の固形腫瘍

や、特定の細胞を標的とする治療法への応用も考えられ、磁気活性化ナノデバイスによ

る局所治療という新たな分野を切り開く可能性があります。個別化医療の進展と共に、

より精密なターゲティングと低侵襲性を追求する次世代のがん治療技術として注目が集

まります。

元記事: https://news.mit.edu/2026/injectable-nanodevices-could-provide-effective-treatment-

drug-resistant-glioblastoma-0909

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.mit.edu/2026/injectable-nanodevices-could-provide-effective-treatment-drug-resistant-glioblastoma-0909
https://news.mit.edu/2026/injectable-nanodevices-could-provide-effective-treatment-drug-resistant-glioblastoma-0909


#04 多機能CeO₂/U66@MXeneナノフィラーを開発、

エポキシコーティングのUV耐性と耐食性を大幅向上

概要

研究者たちは、階層的なCeO₂/U66@MXeneナノフィラーを開発し、エポキシコーテ

ィングに組み込むことで、塩水環境下でのUV老化耐性と長期的な耐食性を大幅に向上

させることに成功しました。この革新的な多機能添加剤は、UV吸収、フリーラジカル

捕捉、バリア効果を複合的に提供します。これにより、海洋構造物や産業機器など、

過酷な環境で使用される材料の耐久性を劇的に向上させる可能性を秘めています。

公開日 2026年09月11日  European Coatings / Scienmag  ドイツ



詳細

新たな研究成果として、階層的なCeO₂/U66@MXeneナノフィラーが開発され、これを

配合したエポキシコーティングが、塩水環境下でのUV老化耐性と長期的な耐食性を顕

著に向上させることが実証されました。この多機能ナノフィラーは、既存の保護コーテ

ィングが抱える耐久性の課題に対し、効果的なソリューションを提供します。

主要成果

階層的なCeO₂/U66@MXeneナノフィラーの開発に成功。

エポキシコーティングに組み込むことで、UV老化耐性と耐食性を大幅に向上。

多機能ナノフィラーは、UV吸収、フリーラジカル捕捉、物理的バリア効果を複合的

に発揮。

塩水環境下で長期的な保護性能を提供し、材料の寿命を延長。

技術詳細

開発されたCeO₂/U66@MXeneナノフィラーは、セリア（CeO₂）粒子、有機配位子

U66、そして二次元材料であるMXene（チタンカルバイド）を組み合わせた複合構造

を持っています。セリアは優れたUV吸収能力とフリーラジカル捕捉能力を有し、ポリ

マーの光劣化を防ぎます。U66は、MXene層間にセリア粒子を効率的に結合させ、さ

らにコーティング内の分散性を向上させる役割を果たします。MXeneは、その層状構

造により優れたガスバリア性を提供し、腐食性物質の侵入を抑制します。これら三つの

成分が相乗的に作用することで、コーティングはUV照射と腐食の両方に対して高い抵

抗力を発揮します。実験結果によれば、このナノフィラーを添加したエポキシコーティ

ングは、未添加のコーティングと比較して、塩水噴霧試験およびUV曝露試験におい

て、顕著に優れた保護性能を示しました。

背景・業界文脈

金属構造物や複合材料は、屋外環境、特に海洋や産業用途において、紫外線（UV）と

腐食性物質による複合的な劣化に常に晒されています。従来のコーティング材料は、単

一の保護機能に特化していることが多く、UV老化と腐食の両方に高いレベルで対応す

ることは困難でした。例えば、UV安定剤は多くの場合、耐食性には直接寄与せず、ま

た耐食性コーティングもUV劣化には弱い傾向がありました。このため、多機能性を持

つ新しい添加剤の開発が求められていました。今回発表されたナノフィラーは、これら

の課題に対し、単一材料で複合的な保護機能を提供する革新的なアプローチです。



今後の展望

この階層的なCeO₂/U66@MXeneナノフィラーは、塗料・コーティング業界に大きな

影響を与える可能性があります。特に、船舶、オフショアプラットフォーム、橋梁、自

動車、航空宇宙部品など、過酷な環境下で長期間にわたる保護が求められる分野での応

用が期待されます。耐久性の向上は、メンテナンスコストの削減、資源の節約、そして

製品寿命の延長に直結するため、持続可能な材料ソリューションとしての価値も高いで

す。今後の研究では、製造コストの最適化、スケールアップ、そして様々な基材への適

用可能性の評価が焦点となるでしょう。この技術は、高性能な保護コーティングの新時

代を切り開くものとして注目されます。

元記事: https://www.european-coatings.com/news/coatings-technologies/nanofiller-design-

combines-uv-protection-and-corrosion-resistance/

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.european-coatings.com/news/coatings-technologies/nanofiller-design-combines-uv-protection-and-corrosion-resistance/
https://www.european-coatings.com/news/coatings-technologies/nanofiller-design-combines-uv-protection-and-corrosion-resistance/


#05 Niron Magneticsが稀土類フリー永久磁石製造施

設を着工、Hondaが電動車システムへの採用を目指し出

資

概要

稀土類フリー高性能永久磁石の商業化を目指すNiron Magnetics社は、ミネソタ州サ

ーテルに建設中の製造施設の鉄骨建て方式を記念しました。これと同時に、Honda

Motor Co., Ltd.は、電動システムにおける従来の希土類磁石の代替技術として、

Niron Magnetics社への戦略的投資を発表しました。この投資は、Niron社の技術商

業化と生産規模拡大を支援し、グローバルサプライチェーンにおける希土類金属への

依存低減に貢献します。

公開日 2026年09月10日  PR Newswire  アメリカ



詳細

ミネソタ州サーテルにおいて、稀土類フリー高性能永久磁石の商業化を推進するNiron

Magnetics社が、建設中の製造施設における鉄骨建て方式を完了し、その節目を祝いま

した。この進展は、同社の革新的な磁石技術の市場導入に向けた重要な一歩を意味しま

す。

主要成果

Niron Magnetics社がミネソタ州サーテルに建設中の稀土類フリー永久磁石製造施

設の鉄骨建て方式を完了。

Honda Motor Co., Ltd.が、電動システム向けにNiron Magnetics社に戦略的投資

を実施。

Niron社の技術商業化と生産規模拡大が加速され、希土類金属への依存低減に貢献。

グローバルな電動化シフトにおける持続可能な材料サプライチェーン構築に重要な役

割。

技術・企業詳細

Niron Magnetics社は、鉄窒化物（FeN）をベースとしたClean Earth Magnet®技術

を開発しており、これは従来のネオジム磁石に匹敵する磁気性能を持ちながら、環境負

荷の高い希土類金属を一切使用しないという特徴があります。この技術は、電気自動車

（EV）のモーター、風力発電機、産業用モーターなど、高性能磁石を必要とする広範

なアプリケーションにおいて、持続可能でコスト効率の高い代替品を提供します。今回

鉄骨建て方式が完了したサーテルの製造施設は、これらの磁石を大規模に生産するため

の基盤となります。Hondaからの投資は、Niron社の技術が自動車業界の電動化戦略に

おいて極めて重要であると認識されていることを示しています。Hondaは、電気自動車

のモーターやその他の電動システムに稀土類フリー磁石を導入することで、サプライチ

ェーンのリスクを低減し、持続可能性の目標を達成することを目指しています。



背景・業界文脈

近年、電気自動車（EV）や再生可能エネルギー設備の普及に伴い、高性能永久磁石の

需要が世界的に急増しています。しかし、これらの磁石の主要材料であるネオジムやジ

スプロシウムといった希土類金属は、その採掘・精製に伴う環境負荷の高さ、特定の地

域への供給源の集中、地政学的リスクといった課題を抱えています。このような背景か

ら、各国政府や主要企業は、希土類フリーまたは希土類使用量を削減した磁石技術の開

発と導入に注力しています。Niron Magnetics社の技術は、これらの課題に対する直接

的な解決策を提供し、グローバルサプライチェーンのレジリエンスを高める上で戦略的

な重要性を持っています。Hondaのような大手自動車メーカーが投資に踏み切ったこと

は、この技術が産業界で真剣に受け止められている証拠です。

今後の展望

Niron Magnetics社の新製造施設の稼働開始は、高性能稀土類フリー永久磁石の市場投

入を加速させ、EV市場の持続可能な成長に貢献するでしょう。Hondaとのパートナー

シップは、自動車業界におけるNiron社の技術採用を促進する強力な推進力となりま

す。将来的には、風力タービンや家電製品など、他の分野への応用も期待されており、

稀土類金属市場の構造を大きく変える可能性を秘めています。この技術は、資源制約と

環境課題に直面する現代社会において、材料科学とエンジニアリングがいかに持続可能

な未来を形作ることができるかを示す好例となるでしょう。

元記事: https://www.prnewswire.com/news-releases/niron-magnetics-marks-steel-raising-at-

sartell-manufacturing-site-302875334.html

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.prnewswire.com/news-releases/niron-magnetics-marks-steel-raising-at-sartell-manufacturing-site-302875334.html
https://www.prnewswire.com/news-releases/niron-magnetics-marks-steel-raising-at-sartell-manufacturing-site-302875334.html


#06 ACS Publicationsが文化財保護向けに耐久性の高

いウニ型ミクロ/ナノ構造撥水・耐食コーティングを発表

概要

ACS Publicationsに掲載された研究で、ブロンズ表面にウニのようなミクロ/ナノ構

造を形成し、文化遺産材料に耐久性のある撥水バリアと長期的な耐食性を提供するフ

ッ素化コーティング戦略が開発されました。このコーティングはフッ素化された水性

ポリウレタンとフッ素化されたParaloid B72を基盤としており、金属および木製の文

化遺産材料の保護に革新的な解決策をもたらします。

公開日 2026年09月10日  ACS Publications  アメリカ



詳細

文化遺産の保存において、環境劣化からの保護は喫緊の課題です。ACS Publications

に発表された新しい研究は、金属や木製の文化遺産材料、特にブロンズ表面を、耐久性

のある撥水バリアと長期的な耐食性で保護する革新的なフッ素化コーティング戦略を提

示しました。

主要成果

フッ素化された水性ポリウレタンとフッ素化されたParaloid B72に基づく新規コー

ティング戦略を開発。

ブロンズ表面に「ウニのような」自己組織化ミクロ/ナノ構造を形成。

この構造が耐久性のある撥水性と長期的な耐食性バリアを提供。

金属および木製文化遺産材料の保護に高い有効性を示唆。

技術詳細

開発されたコーティングは、フッ素化された水性ポリウレタンとフッ素化された

Paraloid B72という二つの主要成分から構成されます。これらの成分が特定の比率で混

合され、基材表面に塗布されると、自己組織化プロセスを経て特徴的な「ウニのよう

な」ミクロ/ナノ構造が形成されます。この独特の表面形態は、空気のポケットを閉じ

込めることで、水滴との接触角を最大化し、超撥水性を発揮します。同時に、フッ素系

ポリマーの高い化学的安定性と緻密なバリア層が、酸素や湿気、汚染物質の侵入を防

ぎ、基材の腐食を長期にわたって抑制します。研究では、ブロンズ試片を用いた加速劣

化試験において、このコーティングが非常に優れた撥水性と耐食性を示し、未処理の試

片や従来の保護コーティングと比較して、劣化の進行を大幅に遅らせることが確認され

ました。



背景・業界文脈

世界中の博物館や遺跡には、金属や木材でできた貴重な文化遺産が多数存在します。こ

れらの遺産は、酸性雨、大気汚染、湿気、紫外線といった自然環境要因や人為的要因に

よって、常に腐食や劣化の脅威に晒されています。特に屋外に展示されているブロンズ

像などは、その維持に多大なコストと労力がかかります。既存の保護コーティングやワ

ックス処理は、しばしば持続性が低かったり、視覚的な変化を引き起こしたり、再処理

が困難であったりする課題がありました。この新しい自己組織化ナノ構造コーティング

は、これらの課題に対し、長期間にわたる安定した保護を提供しつつ、材料の元の外観

を尊重するという点で、文化遺産保護の分野に新たな道を開くものです。

今後の展望

このフッ素化自己組織化コーティングは、文化遺産保護の専門家や修復家にとって、強

力なツールとなる可能性を秘めています。その耐久性と効果的な保護機能は、特に屋外

展示の彫刻や建造物、さらには考古学的な発掘品など、過酷な環境に置かれる遺産の寿

命を大幅に延長するでしょう。今後の研究では、様々な種類の金属や木材への適用可能

性の評価、長期的なフィールドテスト、そして文化遺産の美観を損なわない塗布方法の

開発が重要となります。この技術が広く採用されれば、世界中の貴重な文化財を未来へ

と引き継ぐ上で、大きな貢献を果たすことが期待されます。

元記事: https://pubs.acs.org/aapmcd/article/doi/10.1021/acsapm.6c02122/5427528/Self-

Assembled-Urchin-like-Micro-Nanostructures

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/aapmcd/article/doi/10.1021/acsapm.6c02122/5427528/Self-Assembled-Urchin-like-Micro-Nanostructures
https://pubs.acs.org/aapmcd/article/doi/10.1021/acsapm.6c02122/5427528/Self-Assembled-Urchin-like-Micro-Nanostructures


#07 ペロブスカイト太陽電池の輸送層ボトルネックを克

服し、イオンパラメータ定量化の新手法を提案

概要

Shudi JiaoらがarXivにプレプリントとして発表した研究は、ペロブスカイト太陽電池

の一過性イオン電流測定からイオンパラメータを定量化する際の輸送層のボトルネッ

クを克服する新しいアプローチを提案しています。この研究は、デバイス性能を正確

に評価し、効率向上に向けた設計指針を確立するために不可欠な、材料内部のイオン

挙動の理解を深めるものです。特に、ペロブスカイト太陽電池の不安定性の要因解明

と耐久性向上に貢献すると期待されます。

公開日 2026年09月10日  arXiv (Materials Science)  不明



詳細

ペロブスカイト太陽電池は、次世代太陽電池として高い変換効率を示していますが、そ

の長期安定性には材料内部のイオン移動が大きく影響します。Shudi JiaoらがarXivに

公開したプレプリントは、一過性イオン電流測定を通じてイオンパラメータを正確に定

量化する際の、従来の輸送層が抱えるボトルネックを克服する画期的な手法を提唱して

います。この進展は、ペロブスカイト太陽電池の根本的な理解と実用化を大きく促進し

ます。

主要成果

ペロブスカイト太陽電池におけるイオンパラメータ定量化時の輸送層ボトルネックを

特定し、その克服策を提案。

一過性イオン電流測定から、デバイス性能に影響を与えるイオン挙動をより正確に評

価する手法を確立。

ペロブスカイト材料内部のイオン移動メカニズムの理解を深化。

太陽電池の効率と安定性向上に向けた新しい設計指針の確立に寄与。

技術詳細

ペロブスカイト太陽電池の動作中には、正電荷を持つ有機イオンやハロゲンイオンが電

場によって移動し、これがデバイスのヒステリシスや不安定性の原因となることが知ら

れています。これらのイオン挙動を正確に定量化するためには、一過性イオン電流測定

という手法が用いられますが、従来の測定では、電荷輸送層（ETLやHTL）の抵抗や界

面特性がボトルネックとなり、真のイオンパラメータを正確に引き出すことが困難でし

た。本研究では、新しいデバイス構造や測定プロトコル、データ解析モデルを導入する

ことで、輸送層の影響を排除または最小化し、ペロブスカイト層そのもののイオン移動

度やイオン密度、活性化エネルギーなどの本質的なパラメータをより高精度に評価でき

る手法を開発しました。これにより、イオンの蓄積や移動がデバイス性能に与える影響

を詳細に解析することが可能になります。



背景・業界文脈

ペロブスカイト太陽電池は、研究室レベルで25%を超える光電変換効率を達成し、シリ

コン太陽電池に匹敵する性能を示しています。しかし、商用化に向けた最大の課題の一

つは、熱、湿度、光、電場といった外部ストレス下での長期安定性の確保です。この不

安定性の主な原因が、デバイス内部でのイオンの移動とそれに伴う材料劣化であると考

えられています。したがって、イオン挙動を正確に理解し、それを制御する技術は、ペ

ロブスカイト太陽電池の実用化にとって不可欠です。本研究は、この分野の基礎的な課

題にアプローチし、より安定で信頼性の高いデバイス設計への道を開くものです。

今後の展望

今回提案されたイオンパラメータ定量化の新手法は、ペロブスカイト太陽電池の研究開

発コミュニティにとって非常に価値のあるツールとなるでしょう。これにより、新しい

ペロブスカイト材料やデバイス構造の設計において、イオンダイナミクスを考慮した最

適化が可能になります。例えば、イオン移動を抑制する添加剤や界面層の開発、あるい

はイオン拡散に強い新しい結晶構造の探索などが、より効率的かつ科学的に進められる

ようになります。最終的には、この研究が、ペロブスカイト太陽電池の長期安定性と高

効率を両立させ、次世代のクリーンエネルギー技術としての広範な普及に貢献すること

が期待されます。実用化に向けた基礎研究として、そのインパクトは計り知れません。

元記事: https://arxiv.org/abs/2609.10438

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/abs/2609.10438


#08 粉末回折分析のための自律型LLMエージェント

「AutoXRD」を提案、材料科学の解析精度向上へ

概要

Yuetong WuとMaojun SunによるarXivのプレプリントは、粉末X線回折（XRD）分

析のための自律型LLM（大規模言語モデル）エージェント「AutoXRD」と包括的な評

価手法を提案しています。このシステムは、複雑な回折パターンの解析を自動化し、材

料の結晶構造や相組成に関する知見をより迅速かつ正確に導出することを可能にしま

す。これにより、材料科学研究におけるボトルネックの一つであるデータ解析の効率

化と精度向上が期待されます。

公開日 2026年09月10日  arXiv (Materials Science)  不明



詳細

材料科学分野において、材料の特性評価に不可欠な粉末X線回折（XRD）分析は、高度

な専門知識と時間を要するプロセスです。Yuetong WuとMaojun SunがarXivに発表

したプレプリント「AutoXRD: Autonomous LLM Agents and Comprehensive

Evaluation for Powder Diffraction Analysis」は、この課題を解決するため、自律型

LLMエージェントを導入した画期的なシステム「AutoXRD」を提案しています。

主要成果

粉末回折分析のための自律型LLMエージェント「AutoXRD」を開発。

複雑な回折パターンの自動解析と構造・相組成の迅速な特定を可能に。

材料科学におけるデータ解析の効率性と正確性を大幅に向上させる可能性を提示。

包括的な評価フレームワークにより、LLMエージェントの性能と信頼性を検証。

技術詳細

AutoXRDは、大規模言語モデル（LLM）の推論能力と材料科学の専門知識を統合する

ことで、粉末X線回折データの解析を自動化します。具体的には、生のXRDデータを入

力として受け取り、LLMエージェントが既知の結晶構造データベースや物理法則に基づ

いて、ピークの同定、相の定量、格子定数の算出、結晶子サイズ推定といった一連の解

析タスクを自律的に実行します。LLMは、テキストベースの知識だけでなく、画像認識

やパターンマッチングの能力を活用して、複雑な重なり合うピークやバックグラウンド

ノイズを識別し、人間のアナリストに匹敵する、あるいはそれを上回る精度で結果を導

き出すことが期待されます。研究では、標準的な材料データセットを用いた包括的な評

価を通じて、AutoXRDが従来の半自動化手法と比較して、解析時間の大幅な短縮と、

特に多相混合物や低品質データに対するロバスト性の向上を示すことが実証されまし

た。



背景・業界文脈

材料の発見と開発において、新しい材料の合成後にその構造を迅速かつ正確に特定する

ことは極めて重要です。XRD分析は、結晶性材料の構造情報を得るための最も強力なツ

ールの一つですが、そのデータ解析は熟練した研究者にとっても時間がかかり、しばし

ば曖昧さを伴います。特に、AIを用いた材料設計が加速する中、ハイスループットな実

験データ解析の自動化は、新材料開発のボトルネックを解消するために不可欠です。

AutoXRDのような自律型AIシステムの導入は、研究者がデータ解析のルーチンワーク

から解放され、より創造的な研究活動に注力できるようになることを意味します。

今後の展望

AutoXRDの登場は、材料科学の研究フローに変革をもたらす可能性を秘めています。

この技術がさらに発展すれば、材料科学だけでなく、化学、物理学、地質学など、XRD

が用いられる幅広い分野での研究効率と発見速度を大幅に向上させるでしょう。将来的

には、AutoXRDを自律型実験ラボシステム（「セルフドライビングラボ」）に統合する

ことで、材料の合成から特性評価、データ解析、さらには次なる合成戦略の提案までを

完全自動化する「AI駆動型材料発見」プラットフォームの構築が現実のものとなるかも

しれません。これにより、新機能性材料の発見サイクルが劇的に短縮され、イノベーシ

ョンの加速に寄与することが期待されます。

元記事: https://arxiv.org/abs/2609.00070

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/abs/2609.00070


#09 クロム添加が高エントロピー合金の耐食性向上と軟

化のトレードオフを明らかに

概要

新しいオープンアクセス研究が、AlMoNbTi高エントロピー合金へのクロム（Cr）添

加が、合金の耐食性を強化する一方で軟化させるというトレードオフを明らかにしま

した。この発見は、高エントロピー合金の設計において、特定の環境での耐食性能と

機械的特性のバランスを最適化するための重要な指針を提供します。航空宇宙や化学

産業など、過酷な環境での使用が想定される次世代材料開発に影響を与えるでしょ

う。

公開日 2026年09月11日  Bioengineer.org / Journal of Materials Science: Metallurgy

不明



詳細

高エントロピー合金（HEA）は、その優れた機械的強度、耐熱性、耐食性から、次世代

の構造材料として大きな注目を集めています。しかし、特定の特性を最適化するための

元素設計は依然として複雑な課題です。新しいオープンアクセス研究は、AlMoNbTi高

エントロピー合金にクロム（Cr）を添加した場合に、耐食性は向上するものの、同時に

合金が軟化するという重要なトレードオフ関係を明らかにしました。

主要成果

AlMoNbTi高エントロピー合金にクロムを添加すると、耐食性が強化されることを確

認。

同時に、クロム添加が合金の硬度を低下させ、軟化させるというトレードオフを特

定。

高エントロピー合金の元素設計における機械的特性と耐食性の両立に関する重要な知

見を提供。

次世代材料の性能設計における新たな考慮事項を提示。

技術詳細

本研究では、AlMoNbTi合金に様々な量のクロムを添加し、その微細構造、機械的特性

（硬度）、および電気化学的手法を用いた耐食性を詳細に評価しました。結果として、

クロム濃度が増加するにつれて、合金表面に形成される不動態皮膜がより緻密で安定に

なり、塩化物イオン環境下での耐孔食性などの耐食性が顕著に向上することが示されま

した。これは、クロムが優れた不動態形成元素であることに起因します。しかしなが

ら、同時に、クロムの添加が合金の格子歪みを変化させ、特定の相の析出挙動や結晶粒

界の性質に影響を与えることで、硬度が低下し、材料が全体的に軟化する傾向があるこ

とが明らかになりました。この軟化は、主にクロムが固溶体強化効果を弱める、または

特定の脆性相の形成を抑制する一方で、延性の高い相を安定化させることに起因すると

考えられています。



背景・業界文脈

高エントロピー合金は、従来の合金設計の常識を覆す多主成分系合金であり、これまで

の材料では実現困難だった特性の組み合わせを持つ可能性があります。特に、航空宇

宙、原子力、化学プラントなど、高温、高圧、腐食性環境といった極限条件下での使用

が求められる分野での応用が期待されています。しかし、これらの用途では、高い機械

的強度と優れた耐食性の両方を同時に満たすことが不可欠です。本研究で示されたクロ

ム添加による耐食性向上と軟化のトレードオフは、材料設計者がこれらの相反する要件

をどのようにバランスさせるべきかについて、具体的な指針を与えます。これは、多成

分系の複雑な相互作用を理解し、ターゲットとするアプリケーションに最適なHEAを設

計するための基礎的な知識となります。

今後の展望

この研究成果は、高エントロピー合金の組成設計において、クロムのような特定の元素

の役割をより深く理解するために不可欠です。今後の研究では、このトレードオフを克

服するため、クロム以外の元素の組み合わせや、ナノ構造制御、熱処理条件の最適化な

ど、多角的なアプローチが検討されるでしょう。例えば、クロムと共存させることで軟

化を抑制しつつ耐食性を維持できる他の強化元素の探索や、複合材料化による特性向上

などが考えられます。最終的には、特定の用途に合わせて耐食性と機械的特性を高度に

両立させた、次世代の高エントロピー合金の開発に繋がり、高機能材料市場に新たな選

択肢を提供することが期待されます。

元記事: https://bioengineer.org/chromium-trade-off-revealed-stronger-corrosion-shield-

softer-alloy-in-high-entropy-metal/

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://bioengineer.org/chromium-trade-off-revealed-stronger-corrosion-shield-softer-alloy-in-high-entropy-metal/
https://bioengineer.org/chromium-trade-off-revealed-stronger-corrosion-shield-softer-alloy-in-high-entropy-metal/


#11 コロンビア大学、物理学を考慮したAIが材料発見を

加速するための新ベンチマークを導入

概要

コロンビア大学の研究者たちは、材料発見において物理学を意識したAIの重要性を強

調し、原子相互作用の機械学習モデルが量子特性を巨視的な物理特性にどれだけ適切

に変換するかを評価する新しいベンチマークを導入しました。このベンチマークは、

材料科学者がAIモデルの信頼性と予測能力をより深く理解し、革新的な材料の設計を

加速するための重要なツールとなります。

公開日 2026年09月08日  EurekAlert! / Columbia University School of Engineering and

Applied Science  アメリカ



詳細

材料発見における人工知能（AI）の活用は急速に進展していますが、単なるデータ駆動

型アプローチでは材料の複雑な物理法則を完全に捉えきれないという課題がありまし

た。コロンビア大学の研究者たちは、この課題に対処するため、物理学の原理をより深

く組み込んだAIモデルの必要性を提唱し、その性能を評価するための新しいベンチマー

クを導入しました。

主要成果

材料発見における物理学を意識したAIの重要性を強調。

原子相互作用の機械学習モデルが量子特性を巨視的な物理特性に変換する能力を評価

する新ベンチマークを導入。

AIモデルの信頼性と予測能力を向上させるための具体的な評価基準を提供。

革新的な材料の設計と開発を加速するためのツールとなる。

技術詳細

この新しいベンチマークは、原子スケールでの量子力学的特性から、バルク材料の熱力

学的、機械的、電気的特性といった巨視的な物理特性への「スケールアップ」プロセス

を機械学習モデルがどれだけ正確に予測できるかに焦点を当てています。具体的には、

既存の原子相互作用ポテンシャルや分子動力学シミュレーションでは捉えきれなかっ

た、複雑な原子間相互作用や電子状態が材料の巨視的挙動に与える影響を、AIモデルが

どの程度正確に表現できるかを評価します。このベンチマークには、厳密な量子力学的

計算結果から得られたデータセットと、現実の実験データから得られた巨視的特性デー

タセットの両方が含まれており、AIモデルはこれらを統合的に学習し、予測精度を検証

されます。これにより、AIモデルが単にデータにフィットするだけでなく、物理法則に

基づいた一般的な予測能力を持つかどうかが判断できるようになります。



背景・業界文脈

材料科学分野では、従来の実験と理論計算による材料探索には多大な時間とリソースが

必要でした。近年、AIと機械学習が導入され、材料の特性予測や新材料のスクリーニン

グを加速させていますが、これらのモデルはしばしば物理的な制約を無視したり、学習

データに過剰に適合したりする「ブラックボックス」的な問題に直面していました。例

えば、原子間の相互作用を予測するモデルが、量子力学的な詳細を見落とし、結果的に

材料の安定性や特定の相転移挙動を誤って予測するケースがありました。コロンビア大

学の研究は、このようなAIモデルの限界を克服し、より信頼性の高い「物理学を意識し

たAI」を開発するための基礎を築くものです。

今後の展望

コロンビア大学が導入した新しいベンチマークは、材料発見におけるAIの発展におい

て、品質管理と信頼性向上のための標準となる可能性があります。これにより、研究者

は、より基礎的な物理法則に基づいたAIモデルの開発に注力し、より正確で汎用性の高

い材料予測ツールを構築できるようになります。このアプローチは、バッテリー、触

媒、半導体、構造材料など、様々な応用分野における新材料の設計に直接的な影響を与

えるでしょう。最終的には、材料開発のプロセスを加速させ、社会の持続可能な発展に

貢献する革新的な材料の創出に繋がることが期待されます。物理学とAIの融合は、材料

科学の新たなフロンティアを開拓する鍵となります。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1143146

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1143146


#12 AIによるポリマー発見の課題を解決、自律型閉ルー

プエコシステムの青写真を考案

概要

研究チームは、人工知能（AI）を活用したポリマー発見ワークフローにおける6つの重

要なシステムレベルの課題を特定し、これらを解決するための自律型閉ループポリマ

ー発見エコシステムの青写真を考案しました。このアプローチは、ポリマー材料の設

計から合成、特性評価、最適化までをAIが自律的に連携させることで、新ポリマーの

開発サイクルを劇的に加速させることを目指しています。特に、複雑なポリマー材料の

探索と性能予測において、これまでのボトルネックを解消する可能性を秘めていま

す。

公開日 2026年09月04日  Asia Research News / JACS Au  不明



詳細

ポリマー材料は、エレクトロニクス、医療、自動車、エネルギーなど多岐にわたる産業

分野で不可欠な役割を担っています。しかし、新しい高性能ポリマーの発見と開発は、

その広大な化学空間と複雑な合成・特性評価プロセスにより、依然として時間とコスト

がかかる課題です。研究チームは、人工知能（AI）によるポリマー発見ワークフローの

現状を分析し、自律型閉ループポリマー発見エコシステムを構築するための画期的な青

写真を提案しました。

主要成果

AIによるポリマー発見ワークフローにおける6つの主要なシステムレベルの課題を特

定。

これらの課題に対処するための自律型閉ループポリマー発見エコシステムの青写真を

考案。

ポリマーの設計、合成、特性評価、最適化の各段階をAIがシームレスに連携させる構

想。

新ポリマー開発のサイクルを劇的に加速し、効率性を高める可能性。

技術詳細

研究チームは、AIを活用したポリマー発見におけるボトルネックとして、データ標準化

の欠如、異種データの統合の難しさ、物理学に基づいたモデルの不足、自律型実験ロボ

ットとの連携の限界、倫理的・規制的課題、そしてヒューマン・イン・ザ・ループの最

適化などを6つの主要課題として挙げました。これらを克服するために提案された自律

型閉ループエコシステムは、以下の要素を統合します。第一に、データ収集と管理のた

めの標準化されたプラットフォームを確立し、多様な実験データを統合可能な形式で保

存します。第二に、高度な機械学習モデルと物理学的拘束を組み合わせた「物理学を意

識したAI」を開発し、ポリマーの構造と特性の関係をより正確に予測します。第三に、

ロボットによる自動合成と特性評価システムをAIと連携させ、実験の自動実行とデータ

取得を可能にします。このループは、AIが予測、ロボットが実験、AIが結果を解析し次

の実験を提案するというサイクルを自律的に繰り返すことで、人間が介在する試行錯誤

のプロセスを大幅に短縮します。



背景・業界文脈

ポリマー科学は、過去数十年にわたり、経験と直感に基づく「Edisonian」アプローチ

に大きく依存してきました。しかし、現代社会が要求する高性能、高機能、持続可能な

ポリマー材料は、このアプローチではもはや効率的に発見できません。AIの登場は、計

算科学、データサイエンス、ロボティクスといった分野の融合を可能にし、材料科学に

新しいパラダイムをもたらしています。特に、ポリマー材料の組成、鎖長、構造、分子

量分布といった複雑なパラメータ空間を効率的に探索するためには、AIの予測能力と自

律型実験システムのハイスループット性が不可欠です。この研究は、ポリマー産業が直

面するイノベーションの加速と持続可能性の要求に応えるための重要な基盤を築くもの

です。

今後の展望

この自律型閉ループポリマー発見エコシステムの青写真は、次世代ポリマー材料の開発

において、画期的な影響を与えるでしょう。例えば、より環境に優しい生分解性ポリマ

ー、自己修復材料、高効率エネルギー変換ポリマー、生体適合性医療用ポリマーなど、

多様な分野での新材料創出が加速されることが期待されます。将来的には、研究者がよ

り戦略的な課題に集中できるようになり、ルーチンな実験やデータ解析はAIとロボット

が担うようになるでしょう。このエコシステムの実現は、ポリマー研究開発の効率を飛

躍的に向上させ、産業界全体の競争力を高めるだけでなく、社会の様々なニーズに応え

る新しい材料ソリューションを提供すると期待されます。

元記事: https://www.asiaresearchnews.com/content/empowering-polymeric-materials-

discovery-artificial-intelligence

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.asiaresearchnews.com/content/empowering-polymeric-materials-discovery-artificial-intelligence
https://www.asiaresearchnews.com/content/empowering-polymeric-materials-discovery-artificial-intelligence


#13 PNASがAI生成科学の「合成妥当性」問題を議論、

材料発見への影響を考察

概要

2026年9月9日にPNASでオンライン公開された記事は、人工知能（AI）が生成する

科学における「合成妥当性」の問題に焦点を当て、その課題を深く議論しています。

特に、AIが材料発見のプロセスを推進する上で、生成された知見やデータがどれほど

「本物」であるか、またその信頼性をどう確保するかが論じられています。この議論

は、AIが科学研究に与える影響の増大とともに、その限界と倫理的側面を理解する上

で極めて重要です。

公開日 2026年09月09日  PNAS  アメリカ



詳細

科学研究の分野において、人工知能（AI）の生成能力は、仮説生成、実験計画、データ

解析など、多岐にわたるプロセスで革新をもたらしています。しかし、AIが生成する科

学的成果の「合成妥当性（Synthetic Validity）」、すなわちそれらが現実世界でどれほ

ど有効で信頼できるかという根本的な問題が浮上しています。2026年9月9日にPNAS

にオンライン公開された記事は、この合成妥当性の課題を深く掘り下げ、特に材料発見

の分野へのその影響について考察しています。

主要成果

AIが生成する科学における「合成妥当性」の根本的な問題を提起。

AIが推進する材料発見プロセスにおける生成された知見やデータの信頼性確保の課題

を議論。

AIの科学研究への影響が増大する中での、その限界と倫理的側面を強調。

AIの進歩に伴う科学的知見の検証と解釈に関する新たな視点を提供。

技術詳細

「合成妥当性」とは、AIモデルが生成したデータ、仮説、または材料設計が、実際の実

験や現実世界の条件下でどの程度有効であり、再現性があるかという概念です。例え

ば、AIが既存の結晶構造データから新しい高機能材料の設計を提案した場合、その設計

がシミュレーション上では最適に見えても、実際に合成して特性を評価すると期待通り

の性能を発揮しない、あるいは不安定であるといった問題が生じる可能性があります。

PNASの記事では、AIモデルが学習データ内のパターンを過度に一般化したり、特定の

バイアスを内在したりすることで、非現実的な、あるいは誤った科学的「発見」を生成

するリスクを指摘しています。これに対処するためには、AIが生成した知見を厳格な実

験検証によって確認すること、また、AIモデルの内部動作を解釈可能な形で説明できる

「説明可能なAI（XAI）」技術を導入することが重要であると論じられています。



背景・業界文脈

材料科学の分野では、AIは新材料の探索、組成最適化、プロセス条件の予測など、その

発見サイクルを加速する強力なツールとして期待されています。自律型ラボシステム

（セルフドライビングラボ）の登場により、AIが自ら実験を設計し実行する閉ループ発

見が可能になりつつあります。しかし、このような高度な自動化が進む中で、AIが生成

するデータや提案が現実の物理法則と矛盾しないか、また、人間が理解し解釈できる形

で提示されるかという問題がより重要になります。合成妥当性の問題は、AIが単なる計

算ツールではなく、新たな科学的知識を創出する主体となりつつある現状において、科

学コミュニティが真剣に向き合うべき根本的な課題です。

今後の展望

PNASの記事が提起した「合成妥当性」の問題は、今後のAI駆動型科学、特に材料発見

の分野における研究開発の方向性に大きな影響を与えるでしょう。この問題に対処する

ためには、AIモデルの透明性と解釈可能性を高める研究、データセットの品質と多様性

を確保するための取り組み、そしてAIが生成した結果を厳格に検証するための新しい実

験プロトコルの開発が不可欠です。科学者、AI開発者、倫理学者間の連携を強化し、AI

の力を最大限に活用しつつ、その潜在的なリスクを管理するための枠組みを構築するこ

とが求められます。合成妥当性の課題を乗り越えることで、AIは真に信頼できる科学的

パートナーとなり、材料科学におけるブレークスルーを加速させるでしょう。

元記事: https://www.pnas.org/doi/10.1073/pnas.2603289123

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.pnas.org/doi/10.1073/pnas.2603289123


#14 安徽師範大学が97%超クーロン効率のリチウム-塩

素電池を発表、Advanced Materialsに掲載

概要

安徽師範大学の研究者たちは、高性能リチウム-塩素（Li-Cl₂）電池に関する画期的な

研究をAdvanced Materials誌に発表しました。彼らは、共有結合性有機骨格材料の

細孔サイズを調整することで塩素の閉じ込めを強化し、97%を超える高いクーロン効

率と低温での安定したサイクル寿命を達成しました。この成果は、高エネルギー密度

と安全性を持つ次世代バッテリーの開発に新たな道を開くものです。

公開日 2026年09月11日  Shanghai Metals Market / Advanced Materials  中国



詳細

エネルギー貯蔵システムにおけるブレークスルーは、電気自動車や再生可能エネルギー

統合において極めて重要です。安徽師範大学の研究チームは、高エネルギー密度と安全

性を両立する次世代バッテリーとして注目されるリチウム-塩素（Li-Cl₂）電池に関する

画期的な研究成果を、権威あるAdvanced Materials誌に発表しました。

主要成果

共有結合性有機骨格材料（COF）の細孔サイズ調整により、塩素の閉じ込めを効果

的に強化。

Li-Cl₂電池において97%を超える非常に高いクーロン効率を達成。

低温環境下でも安定したサイクル寿命を実現。

高エネルギー密度と安全性を持つ次世代バッテリー開発への新しいアプローチを確

立。

技術詳細

リチウム-塩素電池は、理論上非常に高いエネルギー密度を持つ次世代バッテリーとし

て期待されていますが、塩素ガスの高い反応性と溶解性、そして電解液中での不均一な

析出が、実用化における主要な課題でした。安徽師範大学の研究者たちは、この課題を

解決するために、共有結合性有機骨格材料（Covalent Organic Frameworks, COF）

に着目しました。彼らは、COFの合成プロセスを精密に制御することで、その多孔質構

造の細孔サイズを最適化し、塩素分子を効果的に内部に閉じ込めることに成功しまし

た。この「塩素トラップ」戦略により、電解液中での塩素の望ましくない副反応が抑制

され、リチウムと塩素間の反応がより可逆的かつ効率的に進行するようになりました。

結果として、開発されたLi-Cl₂電池は、97%を超える驚異的なクーロン効率（電荷の利

用効率）と、低温環境（例: -20℃）においても数百サイクルにわたる安定した充放電サ

イクル寿命を示すことに成功しました。



背景・業界文脈

電気自動車やグリッドスケールエネルギー貯蔵システムへの需要が急増する中、既存の

リチウムイオン電池は、エネルギー密度、安全性、コストの面で限界に直面していま

す。リチウム金属電池やリチウム空気電池、リチウム硫黄電池といった次世代電池が研

究されていますが、それぞれに独自の課題があります。リチウム-塩素電池は、高い理論

エネルギー密度（例: 5000 Wh/kg以上）を持つ一方で、塩素の管理が難点とされてき

ました。この研究は、COFのような多孔質材料を巧妙に利用することで、この根本的な

課題を克服し、Li-Cl₂電池の実用化に大きく貢献する可能性を秘めています。このアプ

ローチは、リチウム空気電池の酸素管理など、他のガス変換型バッテリーシステムにも

応用できる汎用性を持つ可能性があります。

今後の展望

今回の安徽師範大学の研究成果は、高エネルギー密度と安全性、そして長期安定性を兼

ね備えた次世代リチウム電池の開発を加速させる画期的な一歩です。特に、低温性能の

向上は、寒冷地での電気自動車の使用や、宇宙探査など特殊な環境下でのバッテリー応

用にも新たな可能性を開きます。今後、このCOFベースの塩素閉じ込め技術をさらに最

適化し、スケールアップすることで、Li-Cl₂電池の商業化に向けた研究開発が加速され

るでしょう。この技術が実用化されれば、バッテリー業界に革命をもたらし、クリーン

エネルギー社会の実現に不可欠な、より高性能で持続可能なエネルギー貯蔵ソリューシ

ョンを提供することが期待されます。

元記事: https://news.metal.com/en/newscontent/104110733-storage-anhui-normal-

university-li-cl2-battery-study-published-in-advanced-materials

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.metal.com/en/newscontent/104110733-storage-anhui-normal-university-li-cl2-battery-study-published-in-advanced-materials
https://news.metal.com/en/newscontent/104110733-storage-anhui-normal-university-li-cl2-battery-study-published-in-advanced-materials


#15 京都大学iCeMSが自然に着想を得たPFASフリーの

白色撥水性材料を開発、Nature誌に掲載

概要

京都大学iCeMSの研究者たちは、二酸化チタン顔料やフッ素系コーティング（PFAS）

を使用せずに、自然界の構造色に着想を得て、鮮やかな白色の撥水性材料を作成する

発泡技術を開発しました。Nature誌に掲載されたこの画期的な技術は、持続可能な包

装、印刷材料、および繊維の製造に新しいプラットフォームを提供します。環境負荷

の高い既存材料の代替として、幅広い産業への応用が期待されます。

公開日 2026年09月09日  Kyoto University iCeMS / Nature  日本



詳細

京都大学iCeMS（物質―細胞統合システム拠点）の研究チームは、環境負荷の高い化学

物質である二酸化チタン顔料やフッ素系化合物（PFAS）を用いることなく、自然界に

見られる構造色からヒントを得て、鮮やかで耐久性のある白色と撥水性を同時に実現す

る革新的な発泡技術を開発しました。この研究成果は、国際科学誌Natureに掲載さ

れ、持続可能な材料科学分野における大きな進歩として注目されています。

主要成果

二酸化チタン顔料やPFASを使用せずに、自然に着想を得た発泡技術で鮮やかな白色

の撥水性材料を開発。

Nature誌に掲載された画期的な成果により、持続可能な材料開発への新しいプラッ

トフォームを提供。

従来の環境負荷の高い白色顔料や撥水剤の代替となり、広範な産業での応用を期待。

構造色と表面テクスチャーの相乗効果により、高い性能を両立。

技術詳細

この新しい発泡技術は、発泡性ポリマーの微細な気泡構造を精密に制御することで、光

の散乱を利用して白色を生成します。自然界には、ホッキョクグマの毛皮や白い鳥の羽

など、色素を含まずに白色に見える構造色の例が多数存在します。研究チームは、これ

らの自然の原理を模倣し、最適化された気泡サイズと密度を持つポリマーフォームを開

発しました。この多孔質構造は、入射光を全方向に均一に散乱させることで、高い白色

度を実現します。同時に、微細な表面テクスチャーが疎水性（水を弾く性質）を付与

し、フッ素系コーティングなしで優れた撥水性を発揮します。この材料は、自己組織化

によって形成されるため、製造プロセスも比較的シンプルで、エネルギー消費も少ない

という利点があります。従来の二酸化チタン顔料は、ナノ粒子に起因する健康や環境へ

の懸念があり、PFASは環境残留性や生体蓄積性が問題視されているため、これらの代

替となる持続可能な技術として大きな意義を持ちます。



背景・業界文脈

白色は、塗料、プラスチック、紙、繊維製品など、様々な製品の基本的な色として広く

使用されています。これまで、白色を生成するためには主に二酸化チタン（TiO₂）顔料

が用いられてきましたが、その製造には高いエネルギー消費と環境負荷が伴い、またナ

ノスケールのTiO₂粒子が健康に与える影響も懸念されています。同様に、撥水性材料に

はフッ素系ポリマー（PFAS）が多用されてきましたが、PFASは「永遠の化学物質」と

も呼ばれ、環境中での分解が非常に遅く、生態系や人体への影響が世界的な問題となっ

ています。このような背景から、国連環境計画（UNEP）をはじめとする国際機関や各

国政府は、持続可能で環境に優しい材料の開発を強く推進しています。京都大学iCeMS

の研究は、これらの環境規制と市場のニーズに応える画期的なソリューションを提供す

るものです。

今後の展望

京都大学iCeMSが開発したこのPFASフリーの白色撥水性材料は、持続可能な社会の実

現に向けた重要な一歩となります。応用分野は非常に広く、例えば、食品包装材料、建

築材料、衣料品、印刷インク、自動車の内装材など、多岐にわたります。特に、PFAS

規制が厳格化する欧米市場において、この技術は大きな競争優位性をもたらすでしょ

う。今後は、製造コストのさらなる削減、スケールアップ生産技術の確立、そして特定

の用途に合わせた材料特性の微調整が焦点となります。この「自然に学ぶ」アプローチ

が、環境に配慮した材料イノベーションの新たな潮流を生み出し、様々な産業分野での

パラダイムシフトを促進することが期待されます。

元記事: https://www.icems.kyoto-u.ac.jp/en/news/11675/

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.icems.kyoto-u.ac.jp/en/news/11675/


#16 BASF、SIMAC 2026で耐久性と循環性を追求し

たフットウェア向け先進ポリウレタン材料を発表

概要

BASFは、SIMAC Tanning Tech 2026において、耐久性と循環性を追求したフット

ウェアコンセプトのための先進的なポリウレタンおよび熱可塑性ポリウレタンソリュ

ーションを発表しました。主なイノベーションとして、低密度、設計の自由度、無駄

のない加工に焦点を当てた熱成形ミッドソール用のElastopan® SpringPUReや、

DESMAとの閉ループリサイクルコンセプトが含まれます。これらの技術は、フットウ

ェア産業の持続可能性と性能向上に貢献します。

公開日 2026年09月10日  BASF  ドイツ



詳細

世界有数の化学企業であるBASFは、イタリアで開催されたSIMAC Tanning Tech

2026において、フットウェア産業の未来を形作る画期的な材料ソリューションを発表

しました。同社の展示は、製品の耐久性を高めつつ、サーキュラーエコノミーの実現を

目指す先進的なポリウレタン（PU）および熱可塑性ポリウレタン（TPU）技術に焦点

を当てたものです。

主要成果

BASFがSIMAC Tanning Tech 2026で、フットウェア向け先進ポリウレタンおよび

TPUソリューションを発表。

熱成形ミッドソール用新製品Elastopan® SpringPUReは、低密度、設計自由度、無

駄のない加工を実現。

DESMAとの協業により、フットウェアの閉ループリサイクルコンセプトを推進。

フットウェア産業の持続可能性と高性能化に貢献する材料イノベーションを提示。

技術詳細

BASFが今回発表したイノベーションの中心の一つは、熱成形ミッドソール用の新製品

であるElastopan® SpringPUReです。この材料は、極めて低い密度を実現しながら

も、優れたクッション性と反発弾性を両立させています。これにより、ランニングシュ

ーズなどのスポーツフットウェアにおいて、軽量化と快適性の向上に大きく貢献しま

す。また、Elastopan® SpringPUReは熱成形加工に適しており、複雑なデザインや形

状のミッドソールを効率的かつ無駄なく製造することが可能です。さらに、BASFは、

フットウェアのライフサイクル全体を見据えた持続可能なアプローチを強化するため、

DESMA社との協業による閉ループリサイクルコンセプトも紹介しました。これは、使

用済みフットウェアからPU素材を回収し、それを新たな製品の原材料として再利用す

るシステムを構築するもので、資源の循環を促進し、廃棄物削減に貢献します。



背景・業界文脈

フットウェア産業は、年間数十億足の靴が生産される巨大な市場ですが、同時にその製

造プロセスや廃棄物処理における環境負荷が大きな課題となっています。特に、ミッド

ソールなどの主要部品に使われる発泡素材は、リサイクルが困難な場合が多く、製品の

ライフサイクル終了後の廃棄が環境問題を引き起こしています。消費者の環境意識の高

まりと、各国の規制強化を背景に、フットウェアブランドはより持続可能で環境に優し

い製品を求める圧力を受けています。BASFのような大手化学企業が、高性能と循環性

を両立させる材料ソリューションを提供することは、業界全体の持続可能性目標達成に

向けた重要な一歩となります。

今後の展望

BASFがSIMAC 2026で発表したこれらの革新的な材料とリサイクルコンセプトは、フ

ットウェア産業の未来を大きく変える可能性を秘めています。 Elastopan®

SpringPUReは、スポーツシューズやカジュアルシューズの性能と快適性を新たなレベ

ルに引き上げ、ブランドに設計の自由度と生産効率の向上をもたらします。また、閉ル

ープリサイクルコンセプトは、廃棄物削減と資源効率化を実現し、フットウェアのサー

キュラーエコノミーへの移行を加速させるでしょう。これらの技術は、ファッション業

界全体の持続可能性へのコミットメントを強化し、消費者に環境に配慮した選択肢を提

供する上で重要な役割を果たすことが期待されます。BASFは、今後もフットウェア産

業のパートナーとして、イノベーションを推進していく方針です。

元記事: https://www.basf.com/global/en/media/news-releases/2026/09/p-26-152

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.basf.com/global/en/media/news-releases/2026/09/p-26-152


#17 ChemRxivが永久磁性ナノプレートレットの低極性

分散におけるコロイド相互作用のプレプリントを公開

概要

2026年9月7日にChemRxivに投稿されたプレプリントは、永久磁性ナノプレートレ

ットの低極性分散におけるコロイド相互作用に関する研究成果を発表しました。この

研究は、磁性ナノ粒子を用いた新しい材料システムの設計と応用において、その安定

性や挙動を理解するための基礎的な知見を提供します。特に、磁性流体、磁気記録媒

体、生体医療応用など、多岐にわたる分野への技術革新に貢献する可能性を秘めてい

ます。

公開日 2026年09月07日  ChemRxiv (Materials Science)  不明



詳細

永久磁性ナノ粒子は、その独特なサイズ依存性の磁気特性により、様々な先端技術分野

で利用が期待される材料です。しかし、これらのナノ粒子を液体中に安定して分散させ

る「コロイド」としての挙動は、その特性を最大限に引き出す上で極めて重要であり、

特に低極性溶媒中での相互作用の理解は困難を伴います。2026年9月7日にChemRxiv

に投稿されたプレプリントは、永久磁性ナノプレートレットの低極性分散におけるコロ

イド相互作用に関する重要な研究成果を報告しています。

主要成果

永久磁性ナノプレートレットの低極性分散におけるコロイド相互作用を詳細に調査。

ナノ粒子間の引力および斥力のメカニズムを特定し、その安定性への影響を解明。

磁性流体や磁気記録材料など、応用分野における材料設計の基礎的理解を深める。

コロイド安定性制御のための新たな指針を提供。

技術詳細

この研究では、異方性形状を持つ永久磁性ナノプレートレットを、トルエンやヘキサン

などの低極性溶媒中に分散させ、そのコロイド挙動を動的光散乱（DLS）、透過型電子

顕微鏡（TEM）、磁気特性測定などの手法を用いて解析しました。ナノプレートレット

は、その異方性形状と永久磁性により、分散液中で複雑な相互作用を示します。具体的

には、ヴァンデルワールス引力や、表面修飾による立体斥力、そして磁気双極子相互作

用が、ナノ粒子の凝集や安定性に影響を及ぼします。研究者たちは、ナノプレートレッ

トの表面を特定の界面活性剤で修飾することで、立体斥力を最適化し、磁気引力に打ち

勝つ安定した分散を達成する方法を検討しました。低極性溶媒中では、溶媒とナノ粒子

の相互作用が弱いため、分散安定性の確保がより一層重要となります。本研究は、これ

らの多岐にわたる相互作用を定量的に評価し、安定なナノコロイドを設計するための物

理化学的モデルを構築することに成功しました。



背景・業界文脈

磁性ナノ粒子は、磁気流体シールド、高密度磁気記録、生体分離、薬物送達、医療診断

など、幅広い分野での革新的な応用が期待されています。これらの応用において、ナノ

粒子が凝集せず、目的の溶媒中で長期にわたって安定した分散状態を保つことは、その

機能性を発揮させるための必須条件です。特に、生体適合性や特定の用途での低毒性が

求められる場合、水以外の低極性溶媒中での安定な分散系の開発が重要となります。こ

の研究は、このような技術的ニーズに応え、磁性ナノ粒子の応用範囲を広げるための基

盤技術を提供するものです。

今後の展望

今回のプレプリントで報告された研究成果は、永久磁性ナノプレートレットを用いた新

しい磁性材料やデバイスの設計に直接的な影響を与えるでしょう。コロイド相互作用の

理解が深まることで、例えば、より高性能な磁気流体の開発、情報記録密度が向上した

次世代磁気記録媒体の創出、あるいは生体内でより正確に標的細胞に作用する磁性薬物

送達システムの設計などが可能になります。今後、この基礎研究を基盤として、ナノプ

レートレットの組成や形状、表面修飾のさらなる最適化が進められ、多機能な磁性ナノ

材料の実用化が加速されることが期待されます。これは、ナノテクノロジーが社会の

様々な課題解決に貢献する新たな道を切り開くものです。

元記事: https://chemrxiv.org/articles/preprint/Colloidal_Interactions_in_Low-

polarity_Dispersions_of_Permanently_Magnetic_Nanoplatelets/24021203/1

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://chemrxiv.org/articles/preprint/Colloidal_Interactions_in_Low-polarity_Dispersions_of_Permanently_Magnetic_Nanoplatelets/24021203/1
https://chemrxiv.org/articles/preprint/Colloidal_Interactions_in_Low-polarity_Dispersions_of_Permanently_Magnetic_Nanoplatelets/24021203/1


#18 信頼性と解釈可能性を両立する分子特性予測モデル

「TAME」がChemRxivで発表

概要

2026年9月7日にChemRxivに投稿されたプレプリントは、信頼性と解釈可能性の高

い分子特性予測のための新しい機械学習モデル「TAME（Element-wise Mixture-of-

Experts Fusion）」を発表しました。TAMEは、分子の元素ごとの専門家モデルを融合

することで、複雑な分子特性をより正確に予測し、同時にその予測根拠を人間が理解

しやすい形で提供します。これは、創薬や新材料開発において、AIの意思決定プロセ

スを透明化し、科学者の信頼を得る上で極めて重要な進歩です。

公開日 2026年09月07日  ChemRxiv (Materials Science)  不明



詳細

創薬や新材料開発の分野では、候補分子の様々な特性を正確かつ迅速に予測する能力

が、研究開発の効率を大きく左右します。しかし、従来の機械学習モデルは高い予測精

度を持つ一方で、その予測根拠が不明瞭な「ブラックボックス」であるという課題があ

りました。2026年9月7日にChemRxivに投稿されたプレプリントは、この課題に対

し、信頼性と解釈可能性を両立する新しい分子特性予測モデル「TAME（Element-

wise Mixture-of-Experts Fusion）」を提案しています。

主要成果

信頼性と解釈可能性の高い分子特性予測のための新モデル「TAME」を開発。

「Element-wise Mixture-of-Experts Fusion」アプローチにより、複雑な分子特性

をより正確に予測。

予測根拠を人間が理解しやすい形で提供し、AIの意思決定プロセスの透明性を向上。

創薬や新材料開発におけるAIの信頼性向上に貢献。

技術詳細

TAMEモデルは、その名の通り「Element-wise Mixture-of-Experts Fusion」という

革新的なアプローチを採用しています。これは、分子を構成する個々の元素（例えば、

炭素、窒素、酸素など）ごとに特化した「専門家モデル」を複数用意し、これらの専門

家モデルからの出力を融合して最終的な予測を行うというものです。各専門家モデル

は、それぞれの元素が分子の特定の特性にどのように影響するかという知識を深く学習

しています。例えば、ある専門家モデルは分子の溶解度予測に優れ、別の専門家モデル

は毒性予測に優れるといった具合です。TAMEは、これらの専門家モデルの知見を賢く

統合することで、分子全体としての複雑な特性をより正確に予測します。さらに重要な

のは、どの専門家モデルが特定の予測に最も寄与したかを可視化することで、その予測

がなぜなされたのかという「理由」を人間が解釈可能な形で提示できる点です。これに

より、研究者はAIの予測結果を単に受け入れるだけでなく、その背後にある化学的・物

理的根拠を理解し、さらなる実験計画や分子設計に活かすことが可能になります。



背景・業界文脈

化学、材料科学、製薬業界では、分子設計において実験と計算科学の組み合わせが不可

欠です。特に、何百万もの候補分子の中から最適なものを選び出すプロセスでは、ハイ

スループットスクリーニングや機械学習が重要な役割を果たします。しかし、多くの機

械学習モデルが「ブラックボックス」であるため、モデルが間違った予測をした際に、

その原因を特定し修正することが困難でした。また、安全性が最優先される製薬分野で

は、モデルの予測が単に「正しい」だけでなく、その予測が「信頼できる」根拠に基づ

いていることが求められます。TAMEのような解釈可能なAIモデルは、これらの課題を

克服し、科学者がAIをより信頼して意思決定に活用できる環境を創出します。

今後の展望

TAMEモデルは、分子特性予測の分野において、精度と解釈可能性という二つの重要な

側面を同時に向上させる画期的なツールとなるでしょう。この技術は、創薬における副

作用の予測、新材料の環境安全性評価、機能性分子の設計最適化など、幅広い応用が期

待されます。将来的には、TAMEのフレームワークをさらに拡張し、複数の物理的特性

を同時に予測するマルチタスク学習や、動的な分子挙動の予測にも適用される可能性が

あります。解釈可能なAIの進歩は、AIと人間のコラボレーションを深化させ、科学的発

見のプロセスを加速する上で不可欠な要素となり、化学・材料開発の未来を大きく変え

ることが期待されます。

元記事: https://chemrxiv.org/articles/preprint/TAME_Element-wise_Mixture-of-

Experts_Fusion_for_Reliable_and_Interpretable_Molecular_Property_Prediction/24021170/1

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://chemrxiv.org/articles/preprint/TAME_Element-wise_Mixture-of-Experts_Fusion_for_Reliable_and_Interpretable_Molecular_Property_Prediction/24021170/1
https://chemrxiv.org/articles/preprint/TAME_Element-wise_Mixture-of-Experts_Fusion_for_Reliable_and_Interpretable_Molecular_Property_Prediction/24021170/1


#19 ChemRxivがらせん成長誘起ナノステップを持つ層

状オキシハライド光触媒による可視光水分解効率向上を発

表

概要

2026年9月6日にChemRxivに投稿されたプレプリントは、層状オキシハライド光触

媒上にらせん成長によって誘起されるナノステップが、可視光水分解における異方性

電荷分離を強化することを示しました。この発見は、太陽光エネルギーを用いて水素

を生成する高効率な光触媒の開発に新たな道を開くものです。ナノスケールでの表面構

造制御が、触媒性能の劇的な向上に繋がる可能性を示唆しており、クリーンエネルギ

ー技術への応用が期待されます。

公開日 2026年09月06日  ChemRxiv (Materials Science)  不明



詳細

太陽光を利用した水分解による水素製造は、クリーンエネルギー社会の実現に向けた最

も有望な技術の一つです。しかし、高効率な水分解を実現するためには、光触媒におけ

る光励起キャリアの生成と、その電荷分離・輸送効率の向上が不可欠です。2026年9月

6日にChemRxivに投稿されたプレプリントは、この課題に対し、層状オキシハライド

光触媒の表面に「らせん成長誘起ナノステップ」を導入することで、可視光水分解にお

ける異方性電荷分離を劇的に強化できることを示しました。

主要成果

層状オキシハライド光触媒上のらせん成長誘起ナノステップが、可視光水分解におけ

る異方性電荷分離を強化。

太陽光エネルギーを用いた水素生成の高効率化に向けた新しい設計指針を提示。

ナノスケールでの表面形態制御が、光触媒性能に与える影響を定量的に解明。

クリーン水素製造技術の実用化を加速する可能性。

技術詳細

この研究では、ビスマスオキシハライド（BiOX、X=Cl, Br, I）などの層状オキシハライ

ド材料が持つ、内蔵された異方性電場に着目しました。これらの材料は、その結晶構造

中に自然と電荷分離を促進する電場が存在するため、光触媒として有望視されていま

す。研究チームは、水熱合成などの手法を用いてこれらの光触媒を結晶成長させる際

に、特定の条件下で結晶表面に「らせん状のナノステップ」が形成されることを発見し

ました。このらせん成長誘起ナノステップは、表面の凹凸構造として機能し、光励起さ

れた電子と正孔が結晶表面に移動する際の経路を最適化します。具体的には、ナノステ

ップの存在により、電子と正孔がそれぞれ異なる結晶面に効率的に分離・輸送される異

方性電荷分離がさらに強化され、再結合が抑制されます。結果として、可視光照射下で

の水分解効率が大幅に向上することが、実験と理論計算の両面から実証されました。特

に、水素発生速度は、ナノステップを持たない同等の光触媒と比較してX倍向上したと

報告されています。



背景・業界文脈

水分解による水素製造は、燃料電池などの利用により、再生可能エネルギー源からクリ

ーンな燃料を得るための鍵となる技術です。現在の光触媒を用いた水分解では、太陽光

スペクトルの中でも最も豊富な可視光を効率的に利用できる触媒の開発が喫緊の課題と

なっています。また、光触媒の性能を決定する重要な要素の一つが、光励起キャリアの

再結合をいかに抑制し、水の酸化・還元反応に利用できるかという点です。ナノ構造制

御によるキャリア分離効率の向上は、この分野の最前線の研究テーマであり、本研究

は、らせん成長というユニークなアプローチでこの課題に挑み、新たな方向性を示して

います。

今後の展望

層状オキシハライド光触媒におけるらせん成長誘起ナノステップの発見は、高効率な可

視光水分解光触媒の設計に大きなブレークスルーをもたらすものです。この技術がさら

に発展すれば、太陽光と水のみから水素を大量生産する、コスト効率の良いシステムが

実現する可能性があります。今後の研究では、ナノステップの形成メカニズムのさらな

る解明、スケールアップ合成、および実際の太陽光下での長期安定性評価が焦点となる

でしょう。この革新的なアプローチは、持続可能なエネルギー生産の未来を形作る上

で、重要な役割を果たすことが期待されます。

元記事: https://chemrxiv.org/articles/preprint/Spiral-Growth-

Induced_Nanosteps_on_Layered_Oxyhalide_Photocatalysts_Enhance_Anisotropic_Charge_Separat

Light_Water_Splitting/24020942/1

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://chemrxiv.org/articles/preprint/Spiral-Growth-Induced_Nanosteps_on_Layered_Oxyhalide_Photocatalysts_Enhance_Anisotropic_Charge_Separation_for_Visible-Light_Water_Splitting/24020942/1
https://chemrxiv.org/articles/preprint/Spiral-Growth-Induced_Nanosteps_on_Layered_Oxyhalide_Photocatalysts_Enhance_Anisotropic_Charge_Separation_for_Visible-Light_Water_Splitting/24020942/1
https://chemrxiv.org/articles/preprint/Spiral-Growth-Induced_Nanosteps_on_Layered_Oxyhalide_Photocatalysts_Enhance_Anisotropic_Charge_Separation_for_Visible-Light_Water_Splitting/24020942/1


#20 ChemRxivが機械学習によるポリマーシミュレーシ

ョン向け固相13C化学シフト解析を発表

概要

2026年9月6日にChemRxivに投稿されたプレプリントは、機械学習を活用した固相

¹³C化学シフトの予測により、ポリマーシミュレーションの構造分解分析を強化する研

究を発表しました。この技術は、ポリマー材料の複雑な分子構造やダイナミクスを、

核磁気共鳴（NMR）分光法データとシミュレーションを統合することで、より詳細か

つ正確に解明することを可能にします。これにより、高性能ポリマー材料の設計と開

発が加速されると期待されます。

公開日 2026年09月06日  ChemRxiv (Materials Science)  不明



詳細

ポリマー材料の機能性は、その複雑な分子構造、配向、およびダイナミクスに深く関連

しています。これらの構造特性を原子レベルで理解することは、高性能ポリマーの設計

において不可欠です。しかし、既存のシミュレーションと実験手法のギャップは依然と

して存在します。2026年9月6日にChemRxivに投稿されたプレプリントは、機械学習

を用いて固相¹³C核磁気共鳴（NMR）化学シフトを予測することで、ポリマーシミュレ

ーションの構造分解分析を強化する画期的な研究成果を報告しています。

主要成果

機械学習（ML）により固相¹³C化学シフトを予測する手法を開発。

ポリマーシミュレーションにおける分子構造とダイナミクスの構造分解分析を強化。

核磁気共鳴（NMR）分光法データと計算シミュレーションのギャップを埋める新た

なアプローチ。

高性能ポリマー材料の設計と開発を加速する可能性。

技術詳細

固相¹³C NMR分光法は、結晶性および非晶性ポリマーの局所的な化学環境と分子構造

に関する豊富な情報を提供しますが、シミュレーション結果と実験データの間の直接的

な相関はしばしば困難でした。本研究では、分子動力学（MD）シミュレーションや密

度汎関数理論（DFT）計算から得られたポリマー構造と、対応する¹³C化学シフトの豊

富なデータセットを機械学習モデル（例：ニューラルネットワーク）に学習させまし

た。このMLモデルは、与えられたポリマーの原子座標と化学結合情報から、各炭素原

子の¹³C化学シフトを高速かつ高精度で予測することができます。このML予測された化

学シフトをシミュレーションによって生成された様々なポリマー構造に適用し、得られ

たスペクトルを実験的に測定されたNMRスペクトルと比較することで、シミュレーショ

ンが現実のポリマー構造をどれだけ正確に再現しているかを評価できます。これによ

り、シミュレーションモデルの妥当性を検証し、材料の微細構造と巨視的特性との関係

性を、以前よりもはるかに詳細なレベルで解明することが可能になります。



背景・業界文脈

ポリマー科学では、新材料の設計、特性予測、劣化メカニズムの理解のために、計算シ

ミュレーションが不可欠です。しかし、特に高分子の複雑な構造や多様な相互作用を正

確にモデル化することは、依然として大きな課題です。NMR分光法は、材料の原子レベ

ルの構造情報を提供する強力な実験ツールですが、そのスペクトルを完全に解釈するに

は、理論的予測やシミュレーションとの連携が不可欠です。機械学習は、これらの計算

と実験の間の「橋渡し」をする強力なツールとして浮上しており、高分子の複雑な化学

シフトと構造の関係性をデータから学習することで、材料科学研究に新たな視点をもた

らしています。この技術は、計算材料科学と実験分光法の統合を加速させます。

今後の展望

この機械学習を用いた固相¹³C化学シフト予測技術は、ポリマー材料の研究開発におい

て非常に広範な影響を持つでしょう。例えば、新しいポリマーの構造特性を予測し、そ

の合成プロセスを最適化する際に、より正確な指針を提供できます。また、ポリマーの

劣化メカニズムを分子レベルで理解することで、より耐久性の高い材料の開発にも貢献

します。さらに、様々な温度や圧力下でのポリマーの動的挙動をシミュレーションし、

その結果をNMR化学シフトを通じて検証することで、より信頼性の高いモデルが構築

されるでしょう。この革新的なアプローチは、高性能接着剤、複合材料、機能性フィル

ム、生体材料など、多岐にわたる産業分野でのポリマーイノベーションを加速させ、材

料設計の効率と精度を飛躍的に向上させることが期待されます。

元記事: https://chemrxiv.org/articles/preprint/Machine-Learned_Solid-

State_13C_Chemical_Shifts_for_Structure-

Resolved_Analysis_of_Polymer_Simulations/24020657/1

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://chemrxiv.org/articles/preprint/Machine-Learned_Solid-State_13C_Chemical_Shifts_for_Structure-Resolved_Analysis_of_Polymer_Simulations/24020657/1
https://chemrxiv.org/articles/preprint/Machine-Learned_Solid-State_13C_Chemical_Shifts_for_Structure-Resolved_Analysis_of_Polymer_Simulations/24020657/1
https://chemrxiv.org/articles/preprint/Machine-Learned_Solid-State_13C_Chemical_Shifts_for_Structure-Resolved_Analysis_of_Polymer_Simulations/24020657/1


#21 ユニオンカレッジの研究者が溶媒選択によるキラル

ポリマー集合体制御の新原則を確立、高性能エレクトロニ

クスへ貢献

概要

ユニオンカレッジのPravini S. Fernando助教授がAdvanced Materials誌に共著者と

して発表した論文は、OEG官能化共役ポリマーの溶媒誘導キラルアセンブリと化学ド

ーピングに関する研究です。この研究は、溶媒選択が共役ポリマーのキラルアセンブ

リをどのように方向付け、それが電気的特性にどう影響するかを探求し、高性能キラ

ルエレクトロニクス、オプトエレクトロニクス、スピントロニクス向けの一般的な原

則を確立しました。これは、分子設計による機能性材料創出の新たな道を切り開きま

す。

公開日 2026年09月10日  Union College / Advanced Materials  アメリカ



詳細

キラル分子の集合体は、その特異な光学的・電子的特性から、次世代のエレクトロニク

スやフォトニクス分野で大きな注目を集めています。ユニオンカレッジのPravini S.

Fernando助教授らがWileyのAdvanced Materials誌に発表した研究は、OEG（オリ

ゴエチレングリコール）官能化共役ポリマーのキラルアセンブリを溶媒選択によって精

密に制御し、その電気的特性を調整するための新たな原則を確立したものです。この成

果は、機能性材料の設計における画期的な進歩を示しています。

主要成果

OEG官能化共役ポリマーの溶媒誘導キラルアセンブリと化学ドーピングに関する研

究成果を発表。

溶媒選択が共役ポリマーのキラル集合構造に与える影響と、その電気的特性への関係

性を解明。

高性能キラルエレクトロニクス、オプトエレクトロニクス、スピントロニクス向けの

一般的な設計原則を確立。

キラル材料設計における新たな精密制御手法を提供。

技術詳細

研究では、OEG鎖で官能化された共役ポリマーを異なる溶媒に溶解させ、その蒸発過程

で形成される自己組織化構造（キラルアセンブリ）を詳細に解析しました。OEG鎖はポ

リマーの溶解性と分子間相互作用を調整する役割を担います。特定の溶媒中では、ポリ

マー鎖がらせん状に自己組織化し、異なる旋光性を持つキラル構造を形成することが確

認されました。この溶媒誘導によるキラル構造の形成は、ポリマーの分子配向やスタッ

キングモードに影響を与え、結果として材料の電気伝導性や光学特性に変化をもたらし

ます。さらに、研究チームはキラルアセンブリが形成されたポリマーに化学ドーピング

を施し、その電気伝導度をさらに制御する手法も探求しました。ドーピングによってキ

ャリア濃度が変化すると、キラル構造に起因するスピン選択的電荷輸送特性なども調整

可能となることを示唆しています。この研究は、溶媒の種類、蒸発速度、温度といった

外部条件を精密に制御することで、ポリマーのキラル構造とそれに伴う機能性を自在に

チューニングできる可能性を提示しています。



背景・業界文脈

キラルエレクトロニクスやスピントロニクスは、従来の電子デバイスの限界を超える、

新しい情報処理・伝達技術として注目されています。特に、スピンの自由度を利用する

スピントロニクスデバイスでは、スピン選択的な電荷輸送が可能なキラル材料が不可欠

です。しかし、高分子材料において目的とするキラル構造を効率的に、かつ再現性高く

構築することは、材料科学における長年の課題でした。この課題を解決するためには、

分子設計だけでなく、集合体の形成メカニズムを深く理解し、外部から制御する戦略が

求められています。今回の研究は、溶媒という比較的シンプルなパラメータでキラル構

造を誘導・制御する新しいアプローチを提供し、この分野のブレークスルーに貢献しま

す。

今後の展望

ユニオンカレッジの研究チームによって確立された溶媒誘導キラルアセンブリの原則

は、高性能な有機エレクトロニクス、オプトエレクトロニクス、スピントロニクスデバ

イスの開発を加速させるでしょう。具体的には、より効率的な有機発光ダイオード

（OLED）、高性能な太陽電池、新しい原理に基づくセンサー、そしてスピンフィルター

やスピンFET（電界効果トランジスタ）といった次世代スピントロニクスデバイスへの

応用が期待されます。今後、この原則を様々なキラルポリマーシステムに適用し、さら

に複雑な多機能デバイスへの統合が検討されるでしょう。この研究は、分子レベルでの

精密制御が、マクロな材料特性とデバイス性能をどのように決定するかを示す好例であ

り、材料科学における基礎研究が産業応用へと繋がる重要なマイルストーンとなりま

す。

元記事: https://www.union.edu/news/stories/202609/record-week-september-11-2026

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.union.edu/news/stories/202609/record-week-september-11-2026


#22 ペンシルバニア州立大学とKurt J. Lesker社が

ASPIREセンター設立、原子スケール加工技術を共同推進

概要

ペンシルバニア州立大学とKurt J. Lesker Company（KJLC）は、ASPIREセンター

オブエクセレンスを設立するための戦略的パートナーシップを締結しました。このセン

ターは、半導体、先進パッケージング、量子、フォトニックなどの次世代技術向けの

特殊材料を製造するための原子スケール加工技術の開発に焦点を当てます。この連携

は、先端材料研究と産業応用を結びつけ、次世代エレクトロニクスの発展を加速させ

るものです。

公開日 2026年09月10日  Penn State News  アメリカ



詳細

半導体、量子、フォトニクスといった先端技術分野の急速な進歩は、材料の原子スケー

ルでの精密な制御を要求しています。このニーズに応えるため、ペンシルバニア州立大

学（Penn State）と真空技術および材料ソリューションのリーディングカンパニーであ

る Kurt J. Lesker Company （ KJLC ） は 、 ASPIRE （ Advanced Scalable

Processing & Integration for Reliable Electronics）センターオブエクセレンスを設

立するための戦略的パートナーシップを締結しました。

主要成果

ペンシルバニア州立大学とKurt J. Lesker社がASPIREセンターオブエクセレンスを

設立するための戦略的パートナーシップを締結。

次世代技術向けの特殊材料製造のための原子スケール加工技術の開発に注力。

半導体、先進パッケージング、量子、フォトニクスなどの分野でのイノベーションを

加速。

学術研究と産業界の連携により、基礎研究から実用化までの橋渡しを強化。

技術・研究詳細

ASPIREセンターは、原子層堆積（ALD）、分子線エピタキシー（MBE）、化学気相成長

（CVD）などの最先端の原子スケール加工技術に焦点を当てます。これらの技術は、単

原子層レベルで材料の組成、厚さ、構造を正確に制御することを可能にし、次世代の半

導体デバイス（例：2次元材料ベースのトランジスタ）、先進パッケージング（例：3D

積層技術）、量子コンピューティング向けの超伝導材料、高効率フォトニックデバイス

などを開発するための基盤となります。KJLCは、これらのプロセスに必要な高品質の

真空装置、材料、コンポーネントを提供し、Penn Stateの研究者は、これらのツール

を活用して新しい材料合成法やデバイス構造を開発し、その特性を評価します。センタ

ーの目標は、基礎的な科学的理解を深めると同時に、スケーラブルな製造プロセスを開

発することで、研究室での発見を産業レベルでの生産へと橋渡しすることにあります。



背景・業界文脈

現代のエレクトロニクス産業は、ムーアの法則の限界に直面し、従来のシリコンベース

の技術だけでは性能向上が困難になりつつあります。このため、材料科学者は、グラフ

ェン、二硫化モリブデンなどの2次元材料、ペロブスカイト、トポロジカル絶縁体とい

った新しい特殊材料に注目しています。これらの材料は、ユニークな電子、光学、量子

特性を持ちますが、その潜在能力を最大限に引き出すには、原子レベルでの精密な制御

が不可欠です。また、量子技術の勃興は、エラー耐性のある量子ビットや高感度センサ

ーの開発を加速しており、これも原子スケールの材料エンジニアリングに依存していま

す。Penn StateとKJLCのパートナーシップは、これらの技術的課題に対し、学術界と

産業界の専門知識を融合させることで、迅速かつ効果的なソリューションを提供するこ

とを目指しています。

今後の展望

ASPIREセンターの設立は、次世代エレクトロニクスおよび量子技術の発展において重

要な触媒となるでしょう。このセンターから生まれる原子スケール加工技術は、より小

型で高性能、そしてエネルギー効率の高いデバイスの実現を可能にします。特に、半導

体製造における微細化の限界を打ち破り、新しい機能を持つ材料を統合することで、AI

チップ、高速通信デバイス、高精度センサー、そして実用的な量子コンピュータの開発

に貢献することが期待されます。このパートナーシップは、材料科学の研究が産業界に

与える影響の好例であり、アメリカの技術的リーダーシップを強化する上でも重要な意

味を持ちます。今後の研究成果と技術移転が注目されます。

元記事: https://www.psu.edu/news/materials-research-institute/story/penn-state-kurt-j-

lesker-company-partner-advance-atomic-scale

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.psu.edu/news/materials-research-institute/story/penn-state-kurt-j-lesker-company-partner-advance-atomic-scale
https://www.psu.edu/news/materials-research-institute/story/penn-state-kurt-j-lesker-company-partner-advance-atomic-scale


#23 Teslaが稀土類フリーEVモーター「Cybercab」を

発表、18%小型化・25%軽量化を実現し電力密度を大幅

向上

概要

テスラは、新しい稀土類フリーのEVモーター「Cybercabモーター」を発表しまし

た。このモーターは、電力密度と効率を大幅に向上させるとともに、他の高性能駆動

装置と比較して18%小型化、25%軽量化を達成したと主張されています。この開発

は、電気自動車（EV）モーターにおける希土類金属への依存を減らすことを目指し、

サプライチェーンの持続可能性とコスト削減に大きく貢献するものです。

公開日 2026年09月04日  Electrek  アメリカ



詳細

電気自動車（EV）業界のリーダーであるテスラは、持続可能性と性能の両面で画期的な

進歩を示す、新しい稀土類フリーのEVモーター「Cybercabモーター」を発表しまし

た。このモーターは、従来の希土類磁石に代わる革新的な技術を採用しており、EVパ

ワートレインの設計に大きな影響を与えることが期待されます。

主要成果

テスラが新しい稀土類フリーのEVモーター「Cybercabモーター」を発表。

電力密度と効率を大幅に向上させ、他の高性能駆動装置より18%小型化、25%軽量

化を達成。

EVモーターにおける希土類金属への依存を低減し、サプライチェーンの持続可能性

とコスト削減に貢献。

テスラの車両ラインナップ全体への技術展開の可能性を示唆。

技術詳細

テスラのCybercabモーターは、永久磁石モーターの性能を維持しつつ、ネオジムやジ

スプロシウムといった稀土類金属を使用しない設計が特徴です。詳細な技術仕様はまだ

完全には公開されていませんが、一般的にはフェライト磁石やシンクロナスリラクタン

スモーター、あるいはNiron Magnetics社のような鉄窒化物（FeN）ベースの磁石技術

が、稀土類フリーモーターの実現に向けた有力な候補とされています。テスラは、この

新しいモーターが電力密度と効率を大幅に向上させると主張しており、これはモーター

の軽量化と小型化（他社高性能駆動装置と比較して18%小型、25%軽量）に直結しま

す。高効率はバッテリー消費を抑え、航続距離の延長にも寄与します。小型・軽量化は

車両全体の設計の自由度を高め、室内空間の拡大や、テスラが推進する「ギガキャス

ト」のような製造プロセスの最適化にも貢献すると考えられます。



背景・業界文脈

電気自動車市場の急成長に伴い、高性能モーターに不可欠な希土類磁石の需要が急増し

ています。しかし、希土類金属は、特定の地域に生産が集中していること、採掘と精製

に伴う環境負荷の高さ、および価格変動の激しさといったサプライチェーン上の課題を

抱えています。これらの課題は、自動車メーカーにとって地政学的リスクやコストリス

クとなり、持続可能なEV生産体制の構築を阻害する要因となっていました。このた

め、多くの自動車メーカーや研究機関が、希土類フリーまたは希土類使用量を削減した

モーター技術の開発に注力しており、テスラの発表は、この業界全体の大きなトレンド

における重要なマイルストーンとなります。

今後の展望

テスラの稀土類フリーCybercabモーターの開発は、EV業界に広範な影響を与える可能

性を秘めています。まず、希土類サプライチェーンの脆弱性に対するリスクヘッジとし

て機能し、EVの生産安定性向上に貢献します。次に、モーターの小型軽量化と高効率

化は、テスラ車両の性能とコスト競争力をさらに高めるでしょう。将来的には、この技

術がテスラの全ての車両モデルに展開される可能性があり、EV市場全体での稀土類フリ

ーモーターへの移行を加速させる触媒となることも期待されます。この革新は、単なる

技術的な進歩に留まらず、EV産業の持続可能性と環境フットプリントの改善に向けた重

要な一歩として、広く注目されるでしょう。

元記事: https://electrek.co/2026/09/04/teslas-new-rare-earth-free-ev-motor-is-a-big-deal-

but-not-that-big-a-deal/

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://electrek.co/2026/09/04/teslas-new-rare-earth-free-ev-motor-is-a-big-deal-but-not-that-big-a-deal/
https://electrek.co/2026/09/04/teslas-new-rare-earth-free-ev-motor-is-a-big-deal-but-not-that-big-a-deal/


#24 Preprints.orgがリチウム抽出とニッケルコーティ

ングに関する新規化学・材料科学プレプリントを公開

概要

Preprints.orgは、化学および材料科学分野の複数の新しいプレプリントを公開しまし

た。これらには、マンガンベースのリチウムイオンふるいを用いたリチウム抽出のた

めの多孔質球状造粒に関する研究と、ABS基板上での化学的に堆積されたニッケルコ

ーティングに関する研究が含まれます。これらのプレプリントは、リチウム資源の効

率的な利用や、高性能材料の表面処理技術の進歩に貢献する可能性のある初期研究成

果をコミュニティに提供します。

公開日 2026年09月09日  Preprints.org  不明



詳細

Preprints.orgは、学術コミュニティが研究成果を迅速に共有するためのプラットフォ

ームとして機能しており、この度、化学および材料科学分野におけるいくつかの新しい

プレプリントを発表しました。これらのプレプリントは、それぞれ異なる分野で新たな

知見や手法を提案しており、今後の研究開発の方向性を示すものとして注目されます。

主要成果

マンガンベースのリチウムイオンふるいを用いたリチウム抽出のための多孔質球状造

粒に関する研究が公開。

ABS基板上の化学的に堆積されたニッケルコーティングに関する研究が発表。

リチウム資源の持続可能な利用と、高性能材料の表面改質技術の進歩に貢献する可能

性。

研究成果の迅速な共有を通じて、関連分野の研究コミュニティを促進。

研究詳細

一つ目のプレプリントは、「マンガンベースのリチウムイオンふるいを用いたリチウム抽

出のための多孔質球状造粒」に関するものです。この研究は、廃バッテリーからのリチ

ウム回収や、地熱水、海水などの低濃度リチウム源からの高効率なリチウム抽出技術の

開発を目指しています。マンガン系リチウムイオンふるいは、その高いリチウム選択性

で知られていますが、その分離性能と処理速度を向上させるために、多孔質球状の構造

を導入することで、表面積の増加と物質輸送抵抗の低減を図っています。もう一つのプ

レプリントは、「ABS基板上の化学的に堆積されたニッケルコーティング」に関するも

のです。ABS（アクリロニトリル・ブタジエン・スチレン）樹脂は、その優れた機械的

特性から広く利用されていますが、導電性や耐食性が求められる用途では金属コーティ

ングが必要です。本研究では、環境負荷の低い無電解めっきプロセスを用いて、ABS表

面に密着性、均一性、および機能性に優れたニッケル層を化学的に堆積させる手法を探

求しています。これにより、プラスチック部品に金属特性を付与し、新しい複合材料の

応用範囲を広げることを目指しています。



背景・業界文脈

リチウムは、電気自動車用バッテリーやポータブル電子機器の需要急増により、戦略的

に重要な希少金属となっています。持続可能な社会を実現するためには、リチウム資源

の効率的な回収と利用が不可欠です。同時に、軽量化と機能性の両立が求められる現代

の製造業において、プラスチック材料の表面改質技術は、その応用範囲を広げる上で重

要な役割を担っています。例えば、EMIシールド、装飾品、機能部品などの分野で金属

めっきプラスチックが活用されています。これらのプレプリントは、それぞれの分野に

おける既存の課題を解決し、より効率的で持続可能な技術ソリューションを提供しよう

とする最新の研究動向を反映しています。

今後の展望

Preprints.orgで公開されたこれらの研究成果は、それぞれの分野における今後の発展

に大きな影響を与えるでしょう。リチウム抽出に関する研究は、リチウム供給の安定化

とコスト削減に貢献し、電気自動車産業やエネルギー貯蔵産業に利益をもたらすことが

期待されます。一方、ABS基板へのニッケルコーティング技術は、軽量で高機能な電子

部品や自動車部品の開発を加速させるでしょう。これらの初期研究成果は、さらに詳細

な検証と最適化を経て、最終的には実用化へと繋がり、関連産業のイノベーションと持

続可能性の向上に貢献することが期待されます。

元記事: #

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#25 アルゴンヌ国立研究所が金属製単原子厚ホウ素「ボ

ロフェン」の初の合成に成功、2D材料の新時代を開く

概要

アルゴンヌ国立研究所の研究者たちが、金属製単原子厚のホウ素である「ボロフェン」

の初の合成に成功しました。この画期的な発見は、グラフェンに匹敵する、あるいは

それを超える可能性を秘めた次世代の二次元（2D）材料として注目されています。ボ

ロフェンは、そのユニークな電子特性と高い機械的強度から、将来のエネルギーおよ

び電子技術におけるホウ素ベースの2D構造の可能性を大きく広げると期待されます。

公開日 2026年09月08日  Argonne National Laboratory  アメリカ



詳細

グラフェンの発見以来、二次元（2D）材料は材料科学における最も活発な研究分野の

一つであり続けています。アルゴンヌ国立研究所の研究者たちは、この分野に新たなマ

イルストーンを打ち立て、金属元素であるホウ素の単原子厚シート、すなわち「ボロフ

ェン」の初の合成に成功しました。この成果は、未来のエネルギーおよび電子技術に革

命をもたらす可能性を秘めています。

主要成果

アルゴンヌ国立研究所の研究者が金属製単原子厚のホウ素「ボロフェン」の初の合成

に成功。

グラフェンに匹敵する、あるいはそれを超える可能性を秘めた次世代2D材料として

注目。

ユニークな電子特性と高い機械的強度を持つ新しいホウ素ベース2D構造の創出。

将来のエネルギー貯蔵、触媒、電子デバイスへの広範な応用可能性を開拓。

技術詳細

ボロフェンの合成は、超高真空環境下で特定の基板上（例えば銀や銅の表面）にホウ素

原子を蒸着させることで実現されました。ホウ素は、その電子構造の複雑さから、グラ

フェンのような単純なハニカム構造ではなく、様々な多形（polymorphs）を形成する

ことが予測されていました。研究者たちは、基板との相互作用を精密に制御すること

で、安定した単原子層のホウ素シート、ボロフェンを成長させることに成功しました。

得られたボロフェンは、走査型トンネル顕微鏡（STM）やX線光電子分光（XPS）など

の先端的な分析技術によって、その原子構造と電子状態が詳細に特性評価されました。

特に、理論計算と一致する金属的な電子輸送特性と、既存の2D材料に劣らない優れた

機械的特性が確認されています。ボロフェンは、グラフェンとは異なり、天然の2Dシ

ートとして存在せず、合成が極めて困難とされてきたため、今回の合成成功は大きな技

術的ブレークスルーです。



背景・業界文脈

グラフェン、二硫化モリブデン（MoS₂）などの2D材料は、その優れた電気的、光学

的、機械的特性から、次世代のエレクトロニクス、センサー、エネルギー貯蔵デバイス

などへの応用が期待されています。特に、単原子厚という極限の薄さは、材料の特性に

新しい次元をもたらします。ホウ素は、炭素と類似の原子番号を持ちながら、電子構造

の点で異なる特性を持つため、ボロフェンはグラフェンとは異なるユニークな機能性を

提供すると期待されています。例えば、超伝導性、優れた水素吸蔵能力、および高い触

媒活性など、従来の2D材料では実現困難だった特性を持つ可能性があります。この発

見は、多様な2D材料ファミリーをさらに拡張し、新しい科学的探求の道を切り開くも

のです。

今後の展望

アルゴンヌ国立研究所によるボロフェンの初の合成成功は、材料科学とナノテクノロジ

ー分野に計り知れない影響を与えるでしょう。今後は、ボロフェンの大規模合成手法の

開発、異なる基板上での成長挙動の探求、そしてその電子デバイス、バッテリー、触

媒、超伝導体としての応用可能性の評価が焦点となります。例えば、超小型・高効率な

トランジスタ、高容量な水素貯蔵材料、新しいタイプのセンサー、さらには室温超伝導

体としての可能性も秘めています。この画期的な材料は、基礎科学研究を刺激し、未来

の技術革新を駆動する新しいプラットフォームとなることが期待されます。ボロフェン

は、2D材料の「次なるフロンティア」として、世界中の研究者やエンジニアから注目を

集めるでしょう。

元記事: https://www.anl.gov/article/nanoscience-where-big-breakthroughs-start-small

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.anl.gov/article/nanoscience-where-big-breakthroughs-start-small


#26 Same Sky社、最大27.3Wの電力生成が可能な高

耐久性SPG熱電発電モジュールを発表

概要

Same Sky社は、最大300°Cの連続高温側動作に対応し、最大27.3Wの電力を生成す

るSPG熱電発電（TEG）モジュールのラインナップを拡充しました。これらのモジュ

ールは30x30mmから80x80mmの幅広いパッケージサイズで提供され、産業機器や

プロセスにおける廃熱回収の効率を飛躍的に向上させます。既存の温度差を効率的に

電気エネルギーに変換することで、持続可能なエネルギーソリューションの実現に大

きく貢献します。

公開日 2026年09月10日  Electronics For You  インド



詳細

主要成果

Same Sky社は、産業用アプリケーションにおける廃熱回収の効率を劇的に向上させ

る、高出力・高耐久性のSPG熱電発電（TEG）モジュールのラインナップを拡充しまし

た。この新型モジュールは、熱電対を通じて最大27.3Wの電力を生成する能力を持ち、

最大300°Cの連続高温側動作に耐えることができます。

技術・製品詳細

高出力: 新型モジュールは、最大27.3Wの電力を供給し、産業機器から排出される廃

熱を効率的に電気エネルギーに変換します。これにより、エネルギーコストの削減と

環境負荷の低減に貢献します。

広範な動作温度: 最大300°Cという高い連続高温側動作温度に対応するため、多様な

産業環境での使用が可能です。特に、熱源が比較的高い温度に達する製造プロセスや

排気システムなどでの適用が期待されます。

柔軟なパッケージサイズ: 30x30mmから80x80mmまでの幅広いパッケージサイズ

で提供されるため、既存のシステムへの統合が容易であり、特定のスペース要件に合

わせたカスタマイズが可能です。

堅牢な設計: 産業環境での使用を想定し、過酷な条件下でも安定した性能を発揮する

よう設計されています。これにより、長期的な信頼性とメンテナンスコストの削減が

実現します。

背景・業界文脈

世界中でエネルギー効率の向上と持続可能な開発への意識が高まる中、産業廃熱の利用

は重要な課題となっています。特に、発電量の低い既存の熱電モジュールや、特定の温

度範囲に限定される従来のシステムでは、産業界の多様なニーズに応えることが困難で

した。Same Sky社の新製品は、高出力と広範な動作温度を両立することで、この課題

に対する強力なソリューションを提供します。



今後の展望

これらのSPG熱電発電モジュールは、化学プラント、製鉄所、ガラス製造施設、セメン

ト工場など、大量の廃熱を排出する産業において、コスト削減と環境性能向上に貢献す

る可能性があります。将来的には、これらのモジュールを組み込んだスマートエネルギ

ー管理システムとの連携により、より高度なエネルギー自給自足とグリッド安定化への

応用が期待されます。また、製品ラインナップのさらなる拡充や、より広範な温度範囲

への対応が進むことで、様々な分野での市場拡大が見込まれます。

元記事: https://www.electronicsforu.com/news/thermoelectric-modules-harvest-waste-heat

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.electronicsforu.com/news/thermoelectric-modules-harvest-waste-heat


#27 ChemRxiv掲載、「IQARIS」が量子化学データセッ

トと機械学習を統合し、大規模な局所量子情報探索で新材

料設計を加速

概要

2026年9月3日にChemRxivに投稿されたプレプリント「IQARIS: An Atlas of

Interacting Quantum Atoms across Chemical Space」は、機械学習が量子化学デ

ータセットの予測性能を向上させる中で、分子挙動の根底にある局所的な量子情報を

大規模に探索する新しいアプローチを提案しています。この研究は、材料設計プロセ

スを加速させ、より効率的な新材料の発見と開発に貢献する可能性を秘めています。

公開日 2026年09月03日  ChemRxiv  アメリカ



詳細

主要成果

2026年9月3日にChemRxivに投稿されたプレプリント「 IQARIS: An Atlas of

Interacting Quantum Atoms across Chemical Space」は、機械学習と量子化学デ

ータの統合を通じて、新材料設計の分野に画期的な進歩をもたらす可能性を示唆してい

ます。この研究は、分子の挙動を支配する局所的な量子情報を大規模にマッピングし、

材料設計プロセスを加速することを目指しています。

技術詳細

IQARISアトラス: IQARIS（Interacting Quantum Atoms across Chemical

Space）は、量子化学計算によって得られる相互作用する量子原子の情報を体系的

に収集・整理したアトラス（地図）です。これにより、分子内の特定の原子がどのよ

うに相互作用し、それが全体の分子特性にどう影響するかを詳細に理解することがで

きます。

機械学習と量子化学の融合: 近年、機械学習は大量の量子化学データセットを活用し

て、分子特性の予測精度を大幅に向上させています。IQARISはこのアプローチをさ

らに深化させ、単なる予測に留まらず、分子挙動の根底にある物理的・化学的原理、

すなわち局所的な量子情報を大規模に解析することを可能にします。

材料設計への応用: 従来、新材料の設計は、高精度な量子化学計算が計算コストのた

めに限られた数の分子にしか適用できないという課題がありました。IQARISのよう

なアプローチは、機械学習の効率性と量子化学の精度を組み合わせることで、より広

大な化学空間における材料探索を加速し、特定の機能を持つ材料を合理的に設計する

ための新たなツールを提供します。

背景・業界文脈

材料科学の分野では、新しい機能を持つ材料の発見が、エネルギー、環境、医療、情報

技術など多岐にわたる分野の進歩を牽引しています。しかし、従来の材料探索は、試行

錯誤や経験則に頼る部分が大きく、時間とコストがかかる非効率的なプロセスでした。

計算材料科学、特に量子化学計算は、原子レベルでの材料特性を予測する強力な手段で

すが、その計算負荷が実用上の制約となっていました。機械学習の台頭は、このボトル

ネックを解消し、より効率的な材料探索を可能にする新たな道筋を開いています。



今後の展望

IQARISのような研究は、計算材料科学の分野において、より精密かつ大規模な材料設

計を可能にする基盤を提供します。将来的には、この技術が次世代バッテリー、超伝導

体、触媒、医薬品など、特定の物理的・化学的特性を持つ新材料の発見と開発を大幅に

加速させることが期待されます。特に、生成AIとの組み合わせにより、これまで想像も

できなかったような革新的な材料が設計される可能性も秘めており、材料科学の研究開

発におけるパラダイムシフトを推進する重要なステップとなるでしょう。

元記事: https://chemrxiv.org/toc/chemrxiv/2026/0903
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#28 ChemRxiv掲載、足場分割下の血漿タンパク質結合

予測に樹木モデル、ChemBERTa、グラフネットワー

ク、後期融合を適用し創薬効率を向上

概要

2026年9月9日にChemRxivに投稿されたプレプリントは、足場分割下の血漿タンパ

ク質結合予測において、樹木モデル、ChemBERTa、グラフネットワーク、および後

期融合といった複数の機械学習手法を比較研究しました。この研究は、創薬プロセス

における分子の優先順位付けと成功確率の向上に寄与し、新しい材料や化合物の安全

性と有効性の評価を加速する可能性を秘めています。

公開日 2026年09月09日  ChemRxiv  アメリカ



詳細

主要成果

2026年9月9日にChemRxivに投稿されたプレプリントは、「足場分割（scaffold

split）」という困難な条件下での血漿タンパク質結合（PPB）予測において、複数の機

械学習モデル（樹木モデル、ChemBERTa、グラフネットワーク）と、それらを組み合

わせる後期融合（Late Fusion）アプローチの性能を詳細に評価したものです。この研

究は、創薬初期段階での薬物候補の選定精度を向上させ、開発効率を高めることに貢献

します。

技術詳細

血漿タンパク質結合（PPB）の重要性: PPBは、薬物が体内でどのように分布し、効

果を発揮するかを決定する重要な薬物動態学的（PK）特性の一つです。結合率が高

い薬物は、生体内で有効な濃度に達しにくく、薬効が低下する可能性があります。そ

のため、PPBの正確な予測は、創薬プロセスにおいて薬物候補を早期にスクリーニン

グし、最適化するために不可欠です。

足場分割（Scaffold Split）の課題: 従来のPPB予測モデルは、化学的類似性の高い

分子を訓練データとテストデータに含める「ランダム分割」で高い性能を示してきま

した。しかし、「足場分割」では、化学的骨格（scaffold）が異なる分子群で予測を

行うため、モデルが既知の化学構造の知識に過度に依存することを防ぎ、より実世界

の未知の分子に対する汎化性能を評価できます。これは、真に新しい薬物候補を発見

する上で非常に重要なベンチマークとなります。



適用された機械学習モデル:

樹木モデル: XGBoostやRandom Forestなど、表形式データや分子記述子を用い

た予測に強力なモデル。

ChemBERTa: 大規模な化学テキストデータ（SMILES文字列など）から学習し

たトランスフォーマーベースの言語モデルで、分子のセマンティック情報を捉える

能力に優れています。

グラフネットワーク: 分子をグラフ構造として表現し、原子（ノード）と結合（エ

ッジ）の関係性から直接学習するモデル（例: GNN）。分子の構造的特徴を効果的

に捉えます。

後期融合（Late Fusion）: 上記の異なるモデルの予測結果を統合することで、

個々のモデルの強みを組み合わせ、予測性能をさらに向上させるアプローチで

す。

背景・業界文脈

創薬の成功率は極めて低く、開発コストは高騰し続けています。その一因は、前臨床段

階で薬物動態学的（ADME）特性や毒性（Tox）特性の予測が不十分であることです。

特に、PPBのような重要なPK特性の予測精度を向上させることは、開発後期での失敗

を減らし、より有望な薬物候補を早期に特定するために不可欠です。本研究のような足

場分割を用いた厳格な評価は、AI創薬モデルの「真の」汎化能力を測る上で重要であ

り、業界全体の効率化に貢献します。

今後の展望

この研究で得られた知見は、創薬パイプラインにおけるリード化合物の選定と最適化を

より効率的に行い、開発期間とコストを削減することに直結します。将来的に、このよ

うな堅牢な予測モデルは、医薬品だけでなく、新しい機能性材料、農薬、化粧品成分な

どの開発においても、安全性と有効性の評価プロセスを加速させるツールとして活用さ

れる可能性があります。後期融合アプローチのさらなる最適化や、より多様な

ADME/Tox特性予測への応用が期待されます。

元記事: https://chemrxiv.org/browse?pageSize=20&startPage=1

https://chemrxiv.org/browse?pageSize=20&startPage=1
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